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〜やってみよう「栄養・食生活」の改善〜

母の浅間正美さん（保田）と一緒に、家族

の食事づくりを手伝うひなたさん（9 歳）。

浅間さん宅では、普段から塩分量に気を配っ

ています。
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～やってみよう「栄養・食生活」の改善～

食事から健康を考える

椎野和子さん（女堂）

市の食生活改善推進委員で 20 年以上にわたり

活動しています。経営する「カフェ木いちご」（畑

江）のメニューには、野菜をふんだんに使うほか、

減塩・低カロリーな料理を提供し、新潟県の「健

康づくり支援店」に登録されています。

　
市
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な

い
人
が
多
く
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
子
ど

も
は
、
親
も
食
べ
な
い
傾
向
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
10
代
後
半

か
ら
20
代
に
か
け
て
も
、
朝
ご
は
ん

を
食
べ
な
い
人
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
と
、
脳
の

活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
、
勉
強

や
仕
事
の
集
中
力
が
低
下
し
ま
す
。

ま
た
、
間
食
の
増
加
や
昼
・
夕
食
後

の
血
糖
値
の
急
上
昇
な
ど
肥
満
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

　
若
い
人
こ
そ
毎
日
、
家
族
で
朝
ご

は
ん
を
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
朝
ご
は
ん
を

食
べ
な
い
児
童
ほ
ど
寝
る
時
間
が
遅

い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
１
日
の
最
初
の
食
事
が
昼
食
と
な

る
と
、
体
内
時
計
が
ず
れ
て
夜
型
の

生
活
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
睡
眠
不
足
で
起
床
時
間
が
遅
く
な

れ
ば
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ら
れ
な
い

悪
循
環
に
つ
な
が
り
ま
す
。

朝 

ご
は
ん
は

　
　
　 

健
康
の
始
ま
り

朝ごはんを食べない人の割合

区分 現状 計画の目標値

園児  8.0%  0.0%

小学生  6.1%  0.0%

中学生  9.0%  0.0%

20 代男性 25.7% 20.0%

20 代女性 30.7% 25.0%

30 代男性 33.3% 25.0%

30 代女性 14.6% 減少

平成 26 年度生活アンケート、平成 26 年度中学生生活習慣

病予防事業アンケート、平成 27 年度市民アンケート

夜 

型
の

 

生
活
リ
ズ
ム
は
悪
循
環

　

平
成
17
年
4
月
、「
だ
れ
で
も
が

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
阿

賀
野
市
」
を
目
指
し
て
、「
健
康
あ

が
の
21
計
画
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
前
計
画
の
結
果
を
細
か

く
分
析
し
て
修
正
を
加
え
た
、
平
成

36
年
度
ま
で
の
「
第
2
次
健
康
あ
が

の
21
計
画
」
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
次
の
6
つ
の
項

目
を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
栄
養
・
食
生
活

②
身
体
活
動
・
運
動
・
認
知
症
等
の

　

予
防

③
喫
煙
・
飲
酒

④
こ
こ
ろ
の
健
康
・
休
養

⑤
歯
・
口
腔
の
健
康

⑥
生
活
習
慣
病
発
症
予
防
・
重
症
化

　

予
防

　
こ
の
中
で
、①
の
「
栄
養
・
食
生
活
」

は
、
子
ど
も
の
発
育
か
ら
高
齢
者
の

低
栄
養
に
ま
で
関
連
し
ま
す
。

　
特
に
市
の
健
康
課
題
で
あ
り
、
生

活
習
慣
病
と
い
わ
れ
る
「
糖
尿
病
」

と
「
高
血
圧
症
・
脳
卒
中
」
に
深
く

関
わ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
普
段
の
生

活
を
ほ
ん
の
少
し
気
を
付
け
る
こ
と

で
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
だ
れ
も
が
毎

日
行
う
活
動
、「
食
事
」
を
テ
ー
マ

と
し
、「
栄
養
・
食
生
活
」
に
つ
い

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

健 

康
あ
が
の
21
計
画

�

塩
分
を
控
え
、
食
材
の
味

で
ご
は
ん
が
進
む
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
自
家
製
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
も
減
塩
。

�

雑
穀
米
。
16
種
類
の
穀
物

を
使
い
、
白
米
よ
り
も
さ

ま
ざ
ま
な
栄
養
素
を
摂
取

で
き
ま
す
。

健康推進課

漆山 管理栄養士

  子どもの発育には、1日 3

回の食事ときちんとした

睡眠が必要です。

倉田俊明さん（緑岡）宅の晏
あん

利
り

くん（7 歳）、

彩
さ

羽
わ

ちゃん（4 歳）。2 人とも毎日、朝ごはん

をしっかりと食べます。

家族で朝ごはんを毎日食べよう
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特集　食事から健康を考える

　
上
の
図
は
「
塩
を
と
り
過
ぎ
新
潟

県
民
の
10
の
食
習
慣
」
で
、
塩
分
を

多
く
摂
っ
て
い
た
人
に
よ
く
見
ら
れ

る
食
習
慣
で
す
。
ど
れ
か
1
つ
で
も

該
当
す
れ
ば
、
塩
分
を
摂
り
過
ぎ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
新
潟
県
は
全
国
的
に
も
塩
分
摂
取

量
が
多
い
県
で
す
。

　
平
成
23
年
の
県
民
健
康
・
栄
養
実

態
調
査
で
は
、
1
日
当
た
り
の
成
人

の
目
標
摂
取
量
で
あ
る
男
性
8
・
0

ｇ
未
満
、
女
性
7
・
0
ｇ
未
満
を
大

き
く
上
回
る
、
男
性
11
・
3
ｇ
、
女

性
9
・
6
ｇ
と
い
う
結
果
で
し
た
。

自 

分
が
摂
取
し
て
い
る

　
　 

塩
分
量
を
知
ろ
う

あなたの塩分摂り過ぎ度をチェック

阿
賀
野
市
民
の
塩
分

摂
取
の
現
状
は
？

　
平
成
26
年
度
に
行
っ
た
市
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
次
の
項
目
で
塩

分
を
摂
り
過
ぎ
て
い
る
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
。

○
魚
卵
を
頻
繁
に
食
べ
る

○
麺
の
汁
を
飲
む

○
味
付
け
が
濃
い

○
毎
日
飲
酒
す
る

　
該
当
す
る
項
目
が
あ
る
場
合
は
、

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

  塩分の摂り過ぎは、胃が

んのリスクにもなりま

す。気を付けましょう！

めん類の汁は控えて !

主食は重ねない !

　
市
で
は
、
高
血
圧
症
の
患
者
が
県

内
の
他
市
町
村
に
比
べ
て
多
く
な
っ

て
お
り
、
高
血
圧
が
原
因
に
よ
る
脳

卒
中
も
比
例
し
て
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

 

ま
た
、
64
歳
以
下
の
介
護
保
険
新

規
申
請
者
の
約
4
割
が
、
脳
卒
中
の

発
症
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
全
国
的
に
も
、
新
潟
県
の
脳
卒
中

に
よ
る
死
亡
率
は
高
く
、
平
成
20
年

の
調
査
で
は
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
2
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
血
圧
症
の
原
因
の
1
つ
が
塩
分

の
摂
り
過
ぎ
で
す
。

　
血
圧
は
、
若
い
頃
か
ら
体
に
摂
り

入
れ
て
き
た
塩
分
量
に
比
例
し
て
高

く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
若
い
頃
か

ら
塩
分
を
た
く
さ
ん
摂
り
続
け
た
人

ほ
ど
、
年
々
、
血
圧
が
高
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　
下
の
グ
ラ
フ
で
も
、
30
代
後
半
か

ら
高
血
圧
症
の
人
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
年
齢
を
重
ね
る

と
血
圧
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
若
い

頃
か
ら
の
減
塩
で
高
血
圧
症
の
発
症

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
健
康
の
た
め
に
は
、「
血
圧
が
気

に
な
り
始
め
て
か
ら
減
塩
す
る
」
で

は
な
く
、「
将
来
の
た
め
に
若
い
頃

か
ら
減
塩
す
る
」
と
い
う
意
識
に
変

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

減 

塩
は

　 

若
い
人
ほ
ど
効
果
的

高血圧症の発症年齢

平成 26 年度新潟県国民健康保険連合会資料

塩分の摂り過ぎに注意しよう

  

 

子どもの頃からの積み重ね

で、30 代後半から現れます。

健康推進課

高橋 保健師

減塩は、すぐに取り組む方が

良いですが、急に味を薄くす

ると何か物足りない感じがし

て長続きしません。無理せず、

「ちょっと薄いかな !?」を続け

ると気が付かないうちに慣れ

ていきますよ。

「
減
塩
食
品
」
を
使
っ

て
い
ま
す
か
？

　「
カ
ロ
リ
ー
オ
フ
」
と
書
か
れ
た

食
品
を
買
っ
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

「
減
塩
」
と
書
か
れ
た
食
品
を
買
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　「
塩
辛
い
も
の
が
お
い
し
い
」
は
、

思
い
込
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
減
塩

食
品
は
、
塩
分
を
減
ら
し
た
こ
と
に

気
が
付
か
な
い
ほ
ど
お
い
し
く
で
き

て
い
ま
す
。

　
減
塩
食
品
は
、
健
康
へ
の
近
道
で

す
。
ど
ん
な
食
品
が
あ
る
の
か
探
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

（%）



7 平成 28 年 5 月号 6平成 28 年 5 月号

特集　食事から健康を考える

野菜をおいしく、

　　 ヘルシーに料理 !

　クックパッド阿賀野市公式キッチンでは、市

内で収穫される旬の野菜を使ったレシピを管理

栄養士監修の下、紹介しています。

　サラダ、あえ物、スイーツなど、さまざまな

健康レシピが満載です。ぜひ、阿賀野市の食材

で料理に挑戦してください！

　
野
菜
や
果
物
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ

ン
や
食
物
繊
維
は
、
健
康
づ
く
り
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
中
で
も
「
カ
リ
ウ
ム
」
と
い
う
栄

養
素
は
、
体
内
の
余
分
な
塩
分
の
排

せ
つ
を
促
し
、
減
塩
効
果
を
高
め
て

く
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
た
だ
野
菜
を
多
く
食
べ

れ
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
煮
物
や
漬
物
な
ど
は
、
塩
分

が
多
く
な
り
が
ち
で
す
。

　
野
菜
を
効
果
的
に
食
べ
る
に
は
、

煮
物
だ
け
で
は
な
く
、
サ
ラ
ダ
や
あ

え
物
な
ど
も
取
り
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
調
理
方
法
を
活
用
す
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

クックパッド　阿賀野市 検索学校給食♪カリフラワーのサラダ

減 

塩
の
ポ
イ
ン
ト
は

　
　 

　
　
野
菜
料
理
!?

　
今
回
の
特
集
で
は
、「
栄
養
・
食

生
活
」
の
視
点
か
ら
の
健
康
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。

　「
食
」
は
、
人
が
生
き
て
い
く
た

め
に
必
要
な
要
素
の
一
つ
で
す
。

　
よ
り
良
い
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
体
を
動
か
す
こ
と
や
、
気
持
ち

を
穏
や
か
に
保
つ
こ
と
な
ど
も
大
切

で
す
。
加
え
て
、
喫
煙
や
飲
酒
、
口

の
中
の
状
態
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
抱
え
る
課
題
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
取
り
組
む
順
序
に
も
違

い
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
自
分
の

心
身
の
状
態
を
正
し
く
知
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
心
身
の
状
態
を
知
る
出
発
点
は
、

「
勤
務
先
や
市
で
実
施
す
る
健
（
検
）

診
を
受
け
る
」「
誰
か
に
相
談
す
る
」

な
ど
で
す
。

　
今
後
も
市
民
が
、
よ
り
健
康
に
関

心
を
持
ち
、
少
し
で
も
良
い
方
向
に

進
め
る
よ
う
、「
第
2
次
健
康
あ
が

の
21
計
画
」
に
基
づ
い
た
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

い 

き
い
き
と
し
た
自
分

ら
し
い
生
活
を
続
け
る

　
標
準
体
重
と
は
、
生
活
習
慣
病
に

な
る
リ
ス
ク
の
低
い
体
重
の
こ
と
を

指
し
、
身
長
や
年
齢
に
よ
っ
て
一
人

ひ
と
り
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　
体
重
管
理
は
、
高
血
圧
症
や
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
も
ち
ろ

ん
、
女
性
で
あ
れ
ば
妊
娠
・
出
産
に

影
響
し
ま
す
。

　
標
準
体
重
か
ど
う
か
を
判
定
す

る
指
標
と
し
て
、「
Ｂ
Ｍ
Ｉ
」（B

o
d
y
 

M
a
ss In

d
e
x

）
が
あ
り
ま
す
。
Ｂ
Ｍ

Ｉ
と
は
体
格
指
数
と
も
い
わ
れ
、
身

長
と
体
重
か
ら
算
出
さ
れ
る
値
で
す
。

ぽ
っ
ち
ゃ
り
体
型
で
も
、
左
表
の
「
目

標
と
す
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
」
の
範
囲
内
な
ら

大
丈
夫
で
す
。

ぽ 

っ
ち
ゃ
り
体
型
で
も

標
準
体
重
な
ら
大
丈
夫

肥満・痩せの市民の割合
区分 現状 計画の目標値

肥満傾向

児の割合

園児

（肥満度 15％以上）
4.2% 減少

小学生

（肥満度 20％以上）
8.6% 6.5%

中学生

（肥満度 20％以上）
8.1% 6.5%

肥満者の

割合

20 ～ 60 代男性 29.0% 25.0%

40 ～ 60 代女性 21.5% 18.0%

低体重者

の割合

20 代女性（BMI18.5 以下） 36.7% 20.0%

65 歳以上（BMI20.0 以下） 20.7% 16.0%

平成 26 年度新潟県小児肥満等発育調査、平成 26 年度阿賀野市学校

保健統計、平成 26 年度中学生生活習慣病予防アンケート、平成 26

年度一般健診・特定健診結果

自分のＢＭＩを計算してみよう   野菜は毎食、果物は 1日 1個食べ

ましょう。理想的な 1日の野菜の

量は 350g です。調理の工夫で食

べやすくできますよ。

  自分のBMIを正しく理

解して、目標値を目指

しましょう !

■
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課 

健
康
づ
く
り
係

（
内
線
２
６
３
７
）

目標とする BMI

年齢 目標とする BMI

18 ～ 49 歳 18.5 ～ 24.9

50 ～ 69 歳 20.0 ～ 24.9

70 歳以上 21.5 ～ 24.9

日本人の食事摂取基準（2015 年厚生労働省）

ダイコン

タマネギ

ミニトマト

ブロッコリー

シイタケ

ニンジン

ハクサイ

パプリカ

ピーマン

カボチャ

野菜・果物を食べよう自分の体重に気をつけよう

今が旬の「越後姫」

例：体重 55kg、身長 160cm の人の BMI

55kg÷（1.6m×1.6m）＝ 21.5

【計算式】

体重（kg）÷〔身長（m）× 身長（m）〕

野菜の量 350g のイメージ。

季節の淡色野菜（タマネギ、ハクサイなど）

と緑黄色野菜（カボチャ、ニンジンなど）

を 2 対 1 の割合で取り入れましょう。

�
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水
森
か
お
り
さ
ん　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
も
出
場
し

た
、
歌
手
・
水
森
か
お
り
さ
ん
が
新

曲
「
越
後
水
原
」
の
発
売
に
合
わ
せ

て
、
阿
賀
野
市
観
光
親
善
大
使
に
就

任
し
ま
し
た
。

　
3
月
28
日
、
水
森
さ
ん
が
阿
賀
野

市
を
訪
れ
、
瓢
湖
で
記
者
会
見
し
た

ほ
か
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
観
光
親
善

大
使
へ
の
就
任
、
新
曲
の
歌
唱
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
水
森
さ
ん
は
今
後
1
年
間
、「
越
後

水
原
」
を
歌
い
な
が
ら
、
全
国
各
地
で

阿
賀
野
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
阿
賀

野
市
は
、
水
森
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
。瓢湖での結桜の植樹

阿賀野市観光親善大使任命式

　
整
備
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
30
年

度
ま
で
の
3
か
年
で
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　
安
田
支
所
庁
舎
の
整
備
に
当
た
っ

て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
基

に
、
施
設
の
規
模
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を

決
定
す
る
こ
と
と
し
、
昨
年
7
月
に

「
安
田
支
所
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
安
田
地
区
在
住
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

年
齢
・
職
種
の
10
人
か
ら
委
員
と
し

て
参
画
し
て
も
ら
い
、
現
在
ま
で
4

回
の
委
員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

安
田
支
所
・
安
田
公
民
館
が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　
市
で
は
、
安
田
支
所
・
安
田
公
民

館
の
両
施
設
が
老
朽
化
し
、
耐
震
性

に
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
庁
舎

の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
場
所
は
、
安
田
地
区
の
中
心
地
と

し
て
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
現
安
田
支

所
の
所
在
地
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
利
便
性
、
施
設
の
効
率

的
な
運
用
を
図
る
た
め
、
2
つ
の
施

設
を
1
つ
に
ま
と
め
ま
す
。

●
整
備
の
イ
メ
ー
ジ

■
問
い
合
わ
せ

　

管
財
課 

財
産
管
理
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０

　

（
内
線
２
３
６
３
）

●
年
度
計
画
・
事
業
費

●�

安
田
支
所
庁
舎
整
備
検

討
委
員
会

【現在】安田支所・安田公民館

単独機能の施設が散在

施設の数だけ経費が必要で、

使用しなくても経費が掛かる

複数の施設間を移動

施設の状態

管理運営

利用者

平成 28 年度

基本設計（9,000 千円）

解体設計（4,000 千円）

地質調査（4,000 千円）

用地測量（0,700 千円）

平成 29 年度 実施設計、解体

平成 30 年度
建設工事、開所（平

成 31 年 3 月予定）

～
安
田
地
区
複
合
施
設
整
備
事
業
～

安田公民館

安田支所

【将来】複合型庁舎

集約して複合型に

総合的に管理をすることがで

きて合理的かつ経済的

最少の移動で用件が済む

施設 A

施設 B 施設 A

施設 B

阿
賀
野
市
観
光
親
善
大
使
に
就
任

■問い合わせ＝商工観光課 観光係（内線 2345）
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域
の
課
題
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

阿
賀
野
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
直
接
来
て
い
た
だ
く

ほ
か
、
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
、
訪
問

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
平
日
の
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

　

市
内
に
は
、
他
に
も
次
の
相
談
支

援
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

●�

こ
ど
も
の
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
の
相

談
室
（
岡
山
町
4
‐
12
・
☎
61
‐

２
２
６
０
）

●
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
（
若
葉

　

町
3
‐
33
・
☎
47
‐
５
７
５
５
）

●�

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｌ
プ
ラ
ン

　

（
山
崎
89
・
☎
62
‐
８
０
０
５
）

　

こ
れ
ら
の
施
設
も
阿
賀
野
市
障
が

い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、
相
談
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

4
月
1
日
、
障
が
い
者
（
児
）
な

ど
の
相
談
支
援
の
中
核
的
な
役
割
を

担
う
機
関
と
し
て
、
水
原
保
健
セ
ン

タ
ー
2
階
に
「
阿
賀
野
市
障
が
い
者

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

3
つ
の
障
が
い
（
身
体
障
が
い
・

知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
）
の
支

援
に
関
す
る
業
務
を
総
合
的
に
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
総
合
相
談
・
専
門
相

談
の
窓
口
の
ほ
か
、
権
利
擁
護
や
虐

待
予
防
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
相
談
支
援
体
制
強
化
に

努
め
、
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
の

運
営
も
担
い
ま
す
。

・�
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
、
支
援
者

・�

障
が
い
者
で
は
な
い
が
、
相
談
先

が
分
か
ら
な
い
人

・�

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

相
談
員
が
利
用
者
の
相
談
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
や
特
性
を
生
か
し

て
対
応
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
相
談
内

容
や
、
各
連
携
機
関
等
か
ら
の
情
報

提
供
な
ど
に
よ
り
、
見
え
て
く
る
地

■
問
い
合
わ
せ

　

�

阿
賀
野
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー　

☎
61
‐
２
４
８
８

　
　

�s
o
u
d

a
n
@

c
it

y
.a

g
a

n
o
.

n
iig

a
ta

.jp

～一人ひとりが生き生きと安心して、共に支え合い、笑顔で暮らせるように～

阿賀野市障がい者基幹相談支援センター阿賀野市障がい者基幹相談支援センター

他
の
相
談
支
援
事
業
所

利
用
時
間

利
用
方
法

利
用
対
象
者

特
徴

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

■�

指
導
者
講
習
会
へ
の
参
加

　

市
内
に
お
い
て
ラ
ジ
オ
体
操
指
導

者
を
育
成
す
る
た
め
、
6
月
12
日

（
日
）
と
10
月
23
日
（
日
）
に
長
野

市
で
行
わ
れ
る
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連

盟
主
催
の
信
越
地
区
ラ
ジ
オ
体
操
指

導
者
講
習
会
に
参
加
し
ま
す
。

■
自
治
会
等
体
操
会
支
援

　

自
治
会
等
の
団
体
が
、
定
期
的
に

ラ
ジ
オ
体
操
（
体
操
会
）
を
行
う
場

合
、
体
操
の
Ｃ
Ｄ
や
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

を
貸
し
出
し
ま
す
。

■
夏
季
体
操
会
の
開
催

　

7
～
8
月
の
夏
休
み
期
間
中
に
、

瓢
湖
野
外
ス
テ
ー
ジ
広
場
で
、
ラ
ジ

オ
体
操
夏
季
体
操
会
を
開
催
し
ま
す
。

※�

ラ
ジ
オ
体
操
の
推
進
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（「
阿

賀
野
市 

ラ
ジ
オ
体
操
」
で
検
索
）。

※�

講
習
会
等
に
は
、
自
身
の
体
調
に

合
わ
せ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

靴
、
飲
み
物

■
講
師
＝
大
石
美
雪
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
全
国
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
指
導
委
員
）

■
ア
シ
ス
タ
ン
ト
＝
松
下
亜
実
氏

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
体
操
ア

シ
ス
タ
ン
ト
）

■
申
込
方
法
＝
電
話
、ま
た
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
＝
5
月
20
日
（
金
）

■
そ
の
他
＝
体
操
の
で
き
る
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

＝
50
ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
人
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

市
民
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
し

ラ
ジ
オ
体
操
を
推
進
し
ま
す

　

市
で
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
慣
れ

親
し
ん
で
き
た
ラ
ジ
オ
体
操
に
よ
る

健
康
増
進
を
推
進
し
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
に
は
、
普
段
使
っ
て

い
な
い
筋
肉
や
関
節
を
効
果
的
に
動

か
す
こ
と
で
、腰
痛
を
予
防
し
た
り
、

肩
や
首
の
コ
リ
を
ほ
ぐ
し
た
り
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
運
動
能

力
の
向
上
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
の
効
果
や
正
し
い
体

操
方
法
を
学
び
な
が
ら
、
よ
り
楽
し

く
実
践
す
る
た
め
、
ラ
ジ
オ
体
操
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
5
月
29
日
（
日
）
午
前
10

時
～
正
午

■
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館

■
募
集
人
員
＝
先
着
２
０
０
人

■
参
加
費
＝
無
料

■
持
ち
物
＝
タ
オ
ル
、
屋
内
用
運
動

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

ラ
ジ
オ
体
操
の
推
進
に

向
け
た
取
り
組
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

�

市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推

進
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
２
８
０
）

　

Ⓕ
62
‐
０
２
８
１
（
内
線
２
２
８
０
）

　
　

�sh
im

in
k
y
o
d
o
@

c
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.a
g
a
n
o
.

n
iig

a
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平成 26 年 7 月 30 日に水原小学校で行われた「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」
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催
　
　
し

陸
上
自
衛
隊

新
発
田
駐
屯
地
等
で

記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す

　

新
発
田
駐
屯
地
で
は
、
駐
屯
地
開
設

63
周
年
及
び
第
30
普
通
科
連
隊
創
隊
54

周
年
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

〔
市
中
パ
レ
ー
ド
〕

▼
日
時
＝
5
月
14
日
（
土
）
午
後
2
時

～
2
時
30
分
ご
ろ

▼
場
所
＝
新
発
田
市
本
町
交
差
点
～
中

央
町
交
差
点

▼
内
容
＝
音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て

徒
歩
部
隊
・
車
両
等
に
よ
る
行
進
や
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
観
閲
飛
行
。

〔
記
念
式
典
〕

▼
期
日
＝
5
月
15
日
（
日
）

▼
場
所
＝
新
発
田
駐
屯
地
（
新
発
田
市

大
手
町
6
‐
4
‐
16
）

▼
内
容
＝
記
念
式
典
、
訓
練
展
示
、
広

報
展
示
、
体
験
試
乗
、
装
備
品
展
示
、

野
外
売
店
、
白
壁
兵
舎
広
報
史
料
館
開

放※�
天
候
等
に
よ
り
内
容
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
臨
時
駐
車
場
＝
新
発
田
市
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
（
新
発
田
市
本
町

4
‐
16
‐
83
）
の
駐
車
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。
駐
車
場
や
新
発
田
駅
か
ら

駐
屯
地
ま
で
無
料
の
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地�
広

報
室　

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

聞
き
に
来
ま
せ
ん
か
？

第
15
回

内
の
倉
ダ
ム
演
奏
会

　

残
響
す
る
不
思
議
な
ダ
ム
空
間
で
、

幻
想
的
な
音
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
み

ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
6
月
4
日
（
土
）
午
後
1
時

30
分
～
3
時
（
昼
12
時
30
分
開
場
）

▼
集
合
場
所
＝
内
の
倉
ダ
ム
管
理
所
前

（
新
発
田
市
小
戸
３
１
５
５
）

▼
内
容
＝
リ
コ
ー
ダ
ー
や
ギ
タ
ー
、
篠し

の

笛ぶ
え

、
琴
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

▼
出
演
者
＝
奥
村
京
子
、
ア
ロ
ー
サ
、

平
塚
フ
ァ
ミ
リ
ー
ド
ク
タ
ー
ズ
、
ト
レ

ベ
ー
ル
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

▼
定
員
＝
80
人

▼
入
場
料
＝
５
０
０
円

▼
服
装
＝
ダ
ム
は
寒
い
の
で
、
暖
か
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法
＝
5
月
16
日
（
月
）
か

ら
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
電

話
、
ま
た
は
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
共
催
＝
新
発
田
地
域
振
興
局
ほ
か

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
ダ
ム
を

奏
で
る
会
（
若
月
建
設
㈱
内
）　

若
月

☎
０
２
５
４
‐
31
‐
４
１
１
１

Ⓕ
０
２
５
４
‐
31
‐
４
０
８
８

kajikaw
a8
8
6
@
yah

o
o
.co

.jp

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
5
月
15
日
（
日
）
午
前
11
時

～
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
定
員
＝
35
人

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎�

カ
ラ
オ
ケ
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
5
月
15
日
（
日
）
正
午
～

▼
出
演
＝
明
星
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
（
保
田
）

◎�

歌
と
踊
り
発
表
会

▼
日
時
＝
5
月
22
日
（
日
）
正
午
～

▼
出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
（
寺
社
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉�

あ
か
ま

つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

お
知
ら
せ

あ
が
の
市
民
病
院

3
人
の
常
勤
医
師
が

着
任
し
ま
し
た

◎
3
月
か
ら

伊
藤
寿と

し

樹き

医
師
（
内
科
）

　

平
成
元
年
か
ら
、
熊
本
大
学
医
学
部

付
属
病
院
、
国
立
病
院
機
構
熊
本
医
療

セ
ン
タ
ー
に
臨
床
研
修
医
と
し
て
勤
務

し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク

レ
ー
校
研
究
員
、
ア
イ
オ
ワ
大
学
病
院

ク
リ
ニ
ッ
ク
助
教
授
、
神
奈
川
歯
科
大

学
付
属
病
院
教
授
を
経
て
、
あ
が
の
市

民
病
院
に
赴
任
し
ま
し
た
。

◎
4
月
か
ら

古
川
和か

ず

郎お

医
師
（
糖
尿
病
・
生
活
習
慣

病
予
防
治
療
セ
ン
タ
ー
）

　

平
成
19
年
か
ら
、
新
潟
市
民
病
院
に

臨
床
研
修
医
と
し
て
勤
務
し
、
新
潟
大

学
医
歯
学
総
合
病
院
、
長
岡
赤
十
字
病

院
等
の
勤
務
を
経
て
、
山
本
正
彦
医
師

の
代
わ
り
に
、
あ
が
の
市
民
病
院
へ
赴

任
し
ま
し
た
。

田
村
隆り

ゅ
う
き希
歯
科
医
師（
歯
科
口
腔
外
科
）

　

平
成
23
年
か
ら
、
日
本
歯
科
大
学
新

潟
病
院
に
臨
床
研
修
医
と
し
て
勤
務

し
、
日
本
歯
科
大
学
新
潟
病
院
口
腔
外

科
の
勤
務
を
経
て
、
あ
が
の
市
民
病
院

に
赴
任
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
市
民
病
院�

総
務
課

安 田 支 所  ☎ 68 ー 3000
農 業 委 員 会  ☎ 68 ー 3238
安田公民館・体育館  ☎ 68 ー 3006

京 ヶ 瀬 支 所  ☎ 67 ー 2111
市 立 図 書 館  ☎ 67 ー 2500

阿賀野市役所  ☎ 62 ー 2510
水原総合体育館  ☎ 62 ー 0656
水原公民館  ☎ 62 ー 2028
あ が の 市 民 病 院  ☎ 62 ー 2780
上 下 水 道 局  ☎ 62 ー 2159
消 防 本 部  ☎ 62 ー 2058

笹 神 支 所  ☎ 62 ー 4141
学 校 教 育 課  ☎ 62 ー 2790
生 涯 学 習 課  ☎ 62 ー 5322
笹 神 体 育 館  ☎ 61 ー 2111
ふれあい会館  ☎ 63 ー 8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

 

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

市
内
高
齢
者
の
使
用
料
が

無
料
に
な
り
ま
し
た

　

水
原
総
合
体
育
館
・
笹
神
体
育
館
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
に
つ
い
て
、
高
齢
者
の
個
人
利
用
時
に

お
け
る
使
用
料
が
無
料
と
な
り
ま
し
た
。

▼
対
象
者
＝
65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

▼
利
用
方
法
＝
初
回
は
、
体
育
館
窓
口

に
免
許
証
な
ど
生
年
月
日
が
記
載
さ
れ

た
本
人
確
認
書
類
を
提
示
の
上
、
パ
ス

ポ
ー
ト
の
発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
2

回
目
以
降
は
、
体
育
館
窓
口
に
パ
ス
ポ
ー

ト
を
提
示
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
場
所
＝
水
原
総

合
体
育
館
、
笹
神
体
育
館

▼
そ
の
他
＝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を

初
め
て
利
用
す
る
人
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
利
用
説
明
会
を
受
講
し
た
上

で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
受
講
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
毎
月
15
日
発
行
の
広
報

あ
が
の
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
水
原
総
合
体
育
館
、
笹
神
体
育
館

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
総
合
体
育
館
、

笹
神
体
育
館

皆
さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

熊
本
地
震
災
害
の
義
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
市
役

所
・
各
支
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
、皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

東
日
本
大
震
災
義
援
金
も
、
被
災
状

況
が
甚
大
な
こ
と
か
ら
、
受
付
期
間

を
延
長
し
、
平
成
29
年
3
月
31
日

（
金
）
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◎�

平
成
27
年
度
の
義
援
金

　

平
成
27
年
度
に
お
預
か
り
し
た
義
援

金
は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
義
援
金

は
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
を
通
じ

て
全
額
が
被
災
者
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○ 

東

日

本

大

震

災

義

援

金

…

1
万
３
１
３
８
円

○ 

長
野
県
神
城
断
層
地
震
災
害
義
援

金
、
ネ
パ
ー
ル
地
震
救
援
金
、
屋
久

島
口
永
良
部
島
新
岳
噴
火
災
害
義
援

金
、
台
風
第
18
号
等
大
雨
災
害
義
援

金
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
、
台

湾
地
震
救
援
金
…
9
万
５
２
９
６
円

 

※ 

市
役
所
な
ど
の
職
員
が
直
接
義
援
金

を
集
め
に
伺
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詐
欺
等
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課�

福
祉

企
画
係
（
内
線
２
１
４
６
）

5
月
5
日
（
木
・
祝
）

燃
え
る
ご
み
の

祝
日
収
集
を
実
施
し
ま
す

　

大
型
連
休
中
の
5
月
5
日
（
木
・
祝
）

に
、「
火
曜
・
木
曜
・
土
曜
」
が
収
集

日
と
な
っ
て
い
る
地
区
の
燃
え
る
ご
み

を
収
集
し
ま
す
。

※�

次
回
の
祝
日
収
集
は
、
7
月
18
日

（
月
・
祝
）
に
実
施
し
ま
す
。
祝
日

収
集
日
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課�

環
境

係
（
内
線
２
１
０
５
）

4
月
17
日
執
行

阿
賀
野
市
長
選
挙
結
果

■候補者別得票数

候補者氏名 党派名 得票数

田中�清善 無所属 当選�13,933 票

天野�市栄 無所属 当選�05,715 票

■投票結果

選挙当日有権者数 投票者数 投票率

男 17,440 人 09,692 人 55.57％

女 19,004 人 10,247 人 53.92％

合計 36,444 人 19,939 人 54.71％

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
選
挙
管
理
委
員
会

（
内
線
２
４
０
１
）

雑
誌
・
古
本
市

　

保
存
期
限
の
過
ぎ
た
雑
誌
等
を
差
し

上
げ
ま
す
。

▼
日
時
＝
5
月
14
日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
～
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
提
供
冊
数
＝
1
人
5
冊
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
中
学
校
市
民
図

書
室　

☎
47
‐
８
０
６
８

調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査

　

6
月
1
日
（
水
）
を
調
査
期
日
と
し

て
、
全
国
一
斉
に
「
平
成
28
年
経
済
セ

ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
経
済
の
国
勢
調
査
と
も

い
わ
れ
、
全
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対

象
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
方
法

○
支
社
な
ど
の
な
い
単
独
事
業
所
等

　

5
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調
査
票

の
配
布
に
伺
い
ま
す
。
回
答
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
紙
の
調
査
票
を
選

択
で
き
ま
す
。
紙
の
調
査
票
で
の
回
答

を
希
望
す
る
場
合
は
、
調
査
員
が
回
収

に
伺
い
ま
す
。

○
支
社
な
ど
を
有
す
る
企
業
等

　

経
済
産
業
省
が
委
託
し
た
民
間
事
業

所
を
通
じ
て
、
本
社
等
に
調
査
票
を
郵

送
し
ま
す
。
回
答
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ま
た
は
郵
送
を
選
択
で
き
ま
す
。

▼
情
報
の
保
護
＝
統
計
調
査
に
従
事
す

る
人
に
は
、「
統
計
法
」
の
規
定
に
よ

り
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
違

反
し
た
場
合
に
は
罰
則
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
回
答
内
容
は
「
統
計
法
」
の

規
定
に
よ
り
適
正
に
管
理
し
、
統
計
を

作
成
す
る
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。安
心
し
て
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
平
成
28
年
経

済
セ
ン
サ
ス
‐
活
動
調
査
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

サ
イ
ト
（h

ttp
://w

w
w
.e-cen

su
s2
0
1
6
.

stat.g
o
.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
協
働
推
進
課�

市
民
協
働
推
進
係
（
内
線
２
６
０
３
）

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　
「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就
く

気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の
皆
さ

ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て
気
持
ち

を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の
場
で
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
5
月
13
日
（
金
）
午
後
7
時

～
9
時

※ 

都
合
の
つ
く
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※ 

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
～
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
～
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市

民
ネ
ッ
ト
あ
が
の　

蛭え
び

子す　

☎
62
‐

０
６
４
９
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■お知らせ版

14平成 28 年 5 月号

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
	

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

	

お
知
ら
せ

ご
ず
っ
ち
ょ
カ
フ
ェ

　

毎
日
の
介
護
を
頑
張
り
過
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
？�

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い

の
か
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
「
認
知
症
の
人
が
安
心
し
て

来
れ
る
場
所
」「
家
族
が
ホ
ッ
と
で
き

る
場
所
」「
認
知
症
に
関
す
る
情
報
収

集
の
場
所
」
と
し
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
5
月
17
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
～
3
時
30
分

※
毎
月
第
3
火
曜
に
開
催
し
ま
す
。

▼
会
場
＝
稲
荷
町
会
館
（
百
津
88
・
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
鳥
荘
隣
）

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
／
人

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

・�

高
齢
福
祉
課�

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
阿
賀
野
（
内
線
２
１
３
４
）

・�

高
齢
福
祉
課�

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
笹
神　

☎
62
‐
４
１
４
３

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

路
上
で
「
無
料
体
験
」「
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
と
呼
び
止
め
て
、
事
務
所
な

ど
へ
連
れ
て
行
き
、
し
つ
こ
く
勧
誘
し

て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
さ
せ
る
、

い
わ
ゆ
る
「
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
」
に

関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

◎
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
へ
の
対
処
方
法

・�

甘
い
誘
い
に
は
乗
ら
ず
、
家
族
や
友

達
の
意
見
を
聞
い
て
慎
重
に
対
応
し

ま
し
ょ
う
。

・�

安
易
に
個
人
情
報
を
伝
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
別
の

相
談
室
が
あ
り
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・�

市
民
生
活
課�

相
談
係
（
内
線
２
１
１
０
）

・�

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

体
の
不
自
由
な
人
の

軽
自
動
車
税
が
免
除
さ

れ
ま
す

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
軽
自
動
車
税

免
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
税
務
課
ま

た
は
各
支
所
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
申
請
者
（
納
税

義
務
者
）
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
の
確
認
と
本
人
の
確
認
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
は
、
通
知

カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個

人
番
号
カ
ー
ド
）、
個
人
番
号
が
記
載

さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
の
い
ず
れ
か
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
本
人
の
確
認
は
、

運
転
免
許
証
な
ど
写
真
付
き
の
書
類
の

場
合
は
1
点
、
医
療
保
険
の
被
保
険
者

証
、
年
金
手
帳
な
ど
写
真
の
な
い
書
類

は
2
点
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
申
請

者
の
書
類
に
加
え
、
委
任
状
と
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類
（
申
請
者
の
本
人
の

確
認
と
同
一
要
件
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
免
除
の
対
象
＝
4
月
1
日
現
在
ま
た

は
新
車
登
録
時
に
、
次
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

免
除
の
対
象
と
な
る
自
動
車
は
、
身

体
障
が
い
者
等
1
人
に
対
し
て
1
台
に

限
ら
れ
ま
す
。
普
通
自
動
車
税
の
免
除

を
受
け
る
人
は
、
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

◎ 

本
人
運
転
の
場
合
（
納
税
義
務
者
は

身
体
障
が
い
者
本
人
で
あ
る
こ
と
）

▼
制
度
の
概
要
＝
身
体
障
が
い
者
本
人

が
所
有
す
る
自
動
車
で
、
自
ら
運
転
す

る
も
の
（
所
有
者
が
同
一
生
計
者
で
、

使
用
者
が
身
体
障
が
い
者
本
人
で
あ
る

場
合
も
含
む
）。

▼
利
用
目
的
＝
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
自
動
車
の
名
義
人
に
係
る
要
件

①�

所
有
者
・
使
用
者
と
も
身
体
障
が
い

者
本
人

②�

所
有
者
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
等
で
、
使
用

者
が
身
体
障
が
い
者
本
人

③�

所
有
者
が
同
一
生
計
者
で
、
使
用
者

が
障
が
い
者
本
人

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
納
税
通
知
書
、

運
転
免
許
証
（
写
し
添
付
可
）、
自
動

車
検
査
証
（
写
し
添
付
可
）

※�

免
除
対
象
障
害
一
覧
表
（
本
人
運
転
）

…
左
ペ
ー
ジ
【
表
1
】

◎ 

家
族
運
転
の
場
合

▼
制
度
の
概
要
＝
身
体
障
が
い
者
等
が

所
有
す
る
自
動
車
で
、
身
体
障
が
い
者

等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
、
同
一
生
計

者
が
運
転
す
る
も
の
（
所
有
者
が
同
一

生
計
者
で
、
使
用
者
が
身
体
障
が
い
者

本
人
で
あ
る
場
合
も
含
む
）。

▼
利
用
目
的
＝
身
体
障
が
い
者
等
の
通

学
、
通
院
、
通
所
、
生
業
の
た
め
に
6

か
月
以
上
継
続
し
て
週
1
日
以
上
ま
た

は
月
4
日
以
上
使
用
す
る
も
の
。

▼
自
動
車
の
名
義
人
に
係
る
要
件

・
身
体
障
が
い
者
（
18
歳
以
上
）
の
場
合

①�

所
有
者
・
使
用
者
と
も
身
体
障
が
い

者
本
人

②�

所
有
者
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
等
で
、
使
用

者
が
身
体
障
が
い
者
本
人

③�

所
有
者
が
身
体
障
が
い
者
本
人
で
、

使
用
者
が
同
一
生
計
者

④�

所
有
者
が
同
一
生
計
者
で
、
使
用
者

が
障
が
い
者
本
人

・ 

身
体
障
が
い
者
（
18
歳
未
満
）・
知

的
障
が
い
児
の
場
合
…
前
記
の
①
～

④
ま
た
は
次
の
⑤
、
⑥
の
い
ず
れ
か

で
あ
る
こ
と
。

⑤
所
有
者
・
使
用
者
と
も
同
一
生
計
者

⑥�

所
有
者
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
等
で
、
使
用

者
が
同
一
生
計
者

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

（
両
方
の
手
帳
を
保
有
す
る
場
合
は
両

方
を
提
示
）、
使
用
目
的
状
況
確
認
書
、

納
税
通
知
書
、
運
転
者
の
運
転
免
許
証

（
写
し
添
付
可
）、
自
動
車
検
査
証
（
写

し
添
付
可
）

◎ 

介
護
者
運
転
の
場
合

　

障
が
い
者
ま
た
は
障
が
い
者
と
戦
傷

病
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
障
が

い
者
を
常
時
介
護
す
る
人
が
運
転
す
る

場
合
、
通
院
、
通
学
等
の
目
的
で
専
ら

障
が
い
者
の
た
め
に
利
用
す
る
車
に
限

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
週
3
日
以
上
利
用

し
、
そ
の
状
態
が
1
年
以
上
継
続
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。（
申
請
に
必
要
な

書
類
は
家
族
運
転
と
同
じ
で
す
）

※�

免
除
対
象
障
害
一
覧
表
（
家
族
運
転
・

介
護
者
運
転
）
…
左
ペ
ー
ジ
【
表
2
】

※ 

い
ず
れ
の
運
転
の
場
合
も
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
級
の
交
付
を

受
け
て
い
て
、
自
立
支
援
医
療
（
精

神
）
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
も
該
当
に
な
り
ま
す
（
所
得
制

限
に
よ
り
受
給
者
証
が
交
付
さ
れ
な

い
場
合
は
、
医
師
の
通
院
証
明
書
を

添
付
す
る
こ
と
で
受
給
者
証
に
代
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

▼
申
請
期
間

　

5
月
13
日
（
金
）
～
31
日
（
火
）

※ 

納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
い
て
か

ら
の
申
請
と
な
り
ま
す
。
期
間
外
の

申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
申
請
中
で
、
交
付

が
ま
だ
の
人
も
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

・
税
務
課�

資
産
税
係

　
（
内
線
２
６
６
２
・
２
６
６
３
・
２
６
８
３
）

〔
普
通
自
動
車
税
の
免
除
に
つ
い
て
〕

・
新
発
田
地
域
振
興
局�

県
税
部

　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
２
３

■軽自動車税の免除：免除対象障害一覧表（本人運転）【表 1】

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

視覚障害 ○ ○ ○ � � △（4級の
1項まで）

聴覚障害 ○ ○

平衡機能障害 ○

音声機能障害または言語機能障害（注 1） ○

上肢不自由 ○ 　△（2級の
2項まで）

下肢不自由 ○ ○ ○ ○ ○ △（注 4）

体幹不自由 ○ ○ ○ ○

脳病変による運動
機能障害（注 2）

　上肢機能 ○ △（注 3）

　下肢機能 ○ ○ ○ ○ ○ ○

心臓機能障害 ○ ○

じん臓機能障害 ○ ○

呼吸器機能障害 ○ ○

ぼうこうまたは直腸の機能障害 ○ ○

小腸の機能障害 ○ ○

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 ○ ○ ○

肝臓の機能障害 ○ ○ ○

（注 1）咽頭摘出に係るものに限る。　（注 2）乳幼児期以前の非進行性の脳病変に限る。

（注 3）1上肢のみに運動機能障害がある場合は対象とならない。

（注 4）「下肢不自由 7級」が 2以上ある場合は「下肢不自由 6級」となる。

■軽自動車税の免除：免除対象障害一覧表（家族運転および介護者運転）【表 2】

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

視覚障害 ○ ○ ○ 　△（4級の
1項まで）

聴覚障害 ○ ○

平衡機能障害 ○

音声機能障害または言語機能障害（注 1） ○

上肢不自由 ○ 　△（2級の
2項まで）

下肢不自由 ○ ○ 　 △（3級
の1項まで）

体幹不自由 ○ ○ ○

脳病変による運動
機能障害（注 2）

　上肢機能 ○ △（注 3）

　移動機能 ○ ○ △（注 4）

心臓機能障害 ○ ○

じん臓機能障害 ○ ○

呼吸器機能障害 ○ ○

ぼうこうまたは直腸の機能障害 ○ ○

小腸の機能障害 ○ ○

ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 ○ ○ ○

肝臓の機能障害 ○ ○ ○

知的障害 療育手帳「A」

（注 1）咽頭摘出に係るものに限る。　（注 2）乳幼児期以前の非進行性の脳病変に限る。

（注 3）1上肢のみに運動機能障害がある場合は対象とならない。

（注 4）1下肢のみに運動機能障害がある場合は対象とならない。

※戦傷病者手帳をお持ちの人も免除の対象となる場合があります。詳しくは、問い合わせください。

3 月 24 日入札
建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

土橋北遺跡発掘調査（その 3）業務
委託

㈱帆苅組 140,184,000円� 93.5% 指名競争 H28.12.28 7

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
立
会
人
を
募
集

　

夏
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
24
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
立
会
人
（
投

票
日
当
日
・
期
日
前
投
票
）
を
募
集
し

ま
す
。

　

投
票
立
会
人
と
は
、
投
票
所
で
の
投

票
が
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
投
票

手
続
き
の
全
て
に
立
ち
会
う
有
権
者
の

代
表
で
す
。
選
挙
制
度
に
関
す
る
専
門

的
な
知
識
は
、特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
募
集
す
る
投
票
立
会
人

・�

投
票
日
当
日
に
お
け
る
31
か
所
の
投

票
所
（
1
投
票
所
に
つ
き
2
人
）
の

投
票
立
会
人

・��

期
日
前
投
票
期
間
〔
市
役
所
は
16
日

間
、
各
支
所
は
投
票
日
直
前
の
6
日

間
）〕
に
お
け
る
4
か
所
（
市
役
所
・
各

支
所
）
の
期
日
前
投
票
所
（
1
期
日
前

投
票
所
に
つ
き
2
人
）
の
投
票
立
会
人

▼
応
募
資
格
＝
阿
賀
野
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
（
日
本
国
民

で
あ
り
、
投
票
日
に
お
い
て
満
18
歳
以

上
で
、
引
き
続
き
3
か
月
以
上
、
阿
賀

野
市
に
住
所
を
有
す
る
人
）

▼
主
な
仕
事
内
容

・�

投
票
所
の
開
所
・
閉
鎖
の
立
会
い

・�

最
初
の
選
挙
人
（
有
権
者
）
が
投
票
す

る
際
、
投
票
箱
に
何
も
入
っ
て
い
な

い
こ
と
の
確
認
行
為
で
の
立
会
い
（
投

票
日
当
日
・
期
日
前
投
票
の
初
日
の
み
）

・�

選
挙
人
が
投
票
所
に
入
場
し
て
か
ら

投
票
用
紙
を
投
票
箱
に
入
れ
退
場
す

る
ま
で
の
立
会
い

・�

投
票
終
了
直
後
の
投
票
箱
の
閉
鎖
の

立
会
い

・�

投
票
終
了
後
、
投
票
所
か
ら
開
票
所

ま
で
の
投
票
箱
の
送
致

・�

投
票
録
等
関
係
書
類
へ
の
署
名

▼
応
募
方
法
＝
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
市
役
所
4
階
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
４
０
１
会
議
室
）
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場

合
は
、
当
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
役
所
1
階
市
民
生
活
課
・

各
支
所
に
備
え
付
け
の
募
集
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
期
限
＝
5
月
23
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
内
線
２
４
０
１
）

お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

新
潟
県
内
で
は
、
1
日
当
た
り
約

３
０
０
人
分
の
献
血
が
必
要
で
す
。
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
5
月
13
日
（
金
）
午
前
9
時

15
分
～
昼
12
時
30
分

▼
会
場
＝
市
役
所
1
階
「
第
2
多
目
的

ホ
ー
ル
」

▼
協
力
団
体
＝
阿
賀
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ

▼
そ
の
他
＝
希
望
者
に
は
、
骨
髄
バ
ン

ク
の
ド
ナ
ー
登
録
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課�

健
康

づ
く
り
係
（
内
線
２
６
３
４
）

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
5
月
9
日
（
月
）
～
13

日
（
金
）、
16
日
（
月
）
～
31
日
（
火
）

午
前
8
時
～
午
後
5
時

▼
航
空
機
訓
練
＝
5
月
9
日
（
月
）
～

15
日
（
日
）、
30
日
（
月
）、
31
日
（
火
）

午
前
7
時
～
午
後
5
時
（
30
日
・
31
日

は
午
後
7
時
ま
で
）

◎�

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

募 

　
集 

安
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー�

プ
ー
ル
監
視
員
を
募
集

▼
事
務
内
容
＝
施
設
・
利
用
者
の
安
全

監
視
や
受
付
、
清
掃
な
ど

▼
雇
用
期
間
＝
6
月
17
日
（
金
）
～
8

月
31
日
（
水
）

※�
7
月
24
日（
日
）ま
で
は
土
曜
、日
曜
、

祝
日
の
み
、
7
月
26
日
（
火
）
か
ら

は
月
曜
を
除
く
毎
日
営
業
。
そ
の
う

ち
、
週
2
、
3
日
の
交
代
制
で
勤
務

を
行
い
ま
す
。

■勤務時間・賃金

時間帯 勤務時間帯 賃金

午前 午前8時30分～昼12時 30分（4時間）3,360 円

午後 午後 1時～ 5時（4時間） 3,360 円

日中 午前 8時 30 分～午後 5時（7.5 時間） 6,300 円

※時給 840 円。通勤距離に応じて交通費を支給。

▼
募
集
人
員
＝
12
人

▼
応
募
資
格
＝
18
歳
以
上
60
歳
未
満
の

人
。
た
だ
し
、
高
校
生
を
除
く
。

▼
採
用
条
件
＝
安
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
実
施
す
る
救
急
安
全
法
講
習
会

を
受
講
す
る
こ
と
。

▼
応
募
期
限
＝
5
月
25
日
（
水
）

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
公
民
館

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

◎�

は
じ
め
て
の
親
子
登
山

　

～
下
田
村
・
袴

は
か
ま
ご
し
や
ま

腰
山
～

※ 

市
こ
ど
も
の
体
力
向
上
支
援
事
業

▼
日
時
＝
6
月
11
日
（
土
）
午
前
9
時

出
発
、
午
後
3
時
30
分
帰
着
予
定
（
バ

ス
利
用
・
日
帰
り
。
荒
天
中
止
）

▼
乗
降
場
所
＝
市
内
体
育
館
を
予
定

▼
コ
ー
ス
＝
阿
賀
野
市
→
下
田
村
・
長

禅
寺
→
ヒ
メ
サ
ユ
リ
の
小
径
・
高
城
城

址
（
昼
食
）
→
長
禅
寺
→
阿
賀
野
市

▼
対
象
者
＝
年
長
児
以
上
の
児
童
・
生

徒
と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
先
着
40
人

▼
参
加
費
＝
大
人
（
高
校
生
以
上
）
千

円
／
人
、
子
ど
も
（
中
学
生
ま
で
）

５
０
０
円
／
人
（
バ
ス
代
、
保
険
料
込

み
）
※
昼
食
持
参

▼
申
込
期
限
＝
6
月
3
日
（
金
）

※�

1
週
間
前
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発

生
し
ま
す
。

▼
旅
行
企
画
・
実
施
＝
共
立
観
光
㈱

▼
共
催
＝
市
教
育
委
員
会

◎�

磐
梯
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

～
夕
食
＆
入
浴
付
き
～

▼
日
時
＝
6
月
19
日
（
日
）
午
前
6
時

出
発
、
午
後
8
時
帰
着
予
定
（
バ
ス
利

用
・
日
帰
り
。
荒
天
中
止
）

▼
乗
降
場
所
＝
市
内
体
育
館
を
予
定

▼
コ
ー
ス
＝
阿
賀
野
市
→
安
田
Ｉ
Ｃ
→

磐
梯
河
東
Ｉ
Ｃ
→
八
方
台
登
山
口
～
中

の
湯
分
岐
～
弘
法
清
水
分
岐
～
磐
梯
山

山
頂
～
弘
法
清
水
守
の
湯
～
裏
磐
梯
ス

キ
ー
場
→
磐
梯
河
東
Ｉ
Ｃ
→
三
川
Ｉ
Ｃ

→
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
湯
三
川
（
温
泉
・
食
事
）

→
阿
賀
野
市
▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
参
加
費
＝
会
員
1
万
円
／
人
、
非
会

員
1
万
１
０
０
０
円
／
人
（
バ
ス
代
・
入

浴
・
食
事
・
保
険
料
込
み
）
※
昼
食
持
参

▼
申
込
期
限
＝
6
月
10
日
（
金
）

※�

1
週
間
前
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発

生
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
笹
神
体
育
館
内
・
平
日
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時
）
☎
61
‐
２
１
１
１

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦

 

２
０
１
６
明
治
安
田
生
命
Ｊ
1
リ
ー
グ 

1
ｓ
ｔ
ス
テ
ー
ジ 

第
15
節 

ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟 

対 

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

▼
日
時
＝
6
月
11
日
（
土
）
キ
ッ
ク
オ

フ
時
間
未
定
（
5
月
中
旬
発
表
予
定
）

▼
会
場
＝
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
（
チ
ケ
ッ
ト
は
Ｓ
・
Ｅ
ス
タ
ン

ド
自
由
席
の
み
）
▼
応
募
条
件
＝
阿
賀

野
市
在
住
者
▼
募
集
人
数
＝
２
０
０
人

▼
応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
裏

面
に
①
6
月
11
日
大
宮
②
住
所
③
氏
名
・

年
齢
④
電
話
番
号
⑤
電
子
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）
⑥
チ
ケ
ッ

ト
の
希
望
枚
数
（
2
枚
ま
で
）
⑦
後
援
会

資
料
請
求
（
す
る
・
し
な
い
）
を
記
入
し
、

返
信
用
の
表
面
に
返
信
先
の
住
所
・
氏

名
を
記
入
（
返
信
裏
面
は
白
紙
の
ま
ま
）

の
上
、
宛
先
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

チ
ケ
ッ
ト
を
3
枚
以
上
希
望
す
る
場

合
、
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
で
優
待
価

格
（
大
人
１
６
０
０
円
、
小
中
高
生

５
０
０
円
）
で
販
売
し
ま
す
。
1
枚

に
つ
き
５
０
０
円
で
指
定
席
に
変
更

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※�

往
復
は
が
き
は
各
自
で
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。
応
募
は
１
世
帯
に
つ
き
１

通
限
り
有
効
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
期
限
＝
5
月
27
日
（
金
）
必
着

▼
受
け
渡
し
＝
招
待
の
可
否
を
返
信
用

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
〔
6
月
3

日
（
金
）
を
予
定
〕。
電
話
で
の
可
否

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
不
可
。
当
選

者
は
、
返
信
は
が
き
を
持
参
し
て
、
ス

タ
ジ
ア
ム
の
E
ゲ
ー
ト
前
広
場
の
「
チ

ケ
ッ
ト
引
換
所
」
で
チ
ケ
ッ
ト
に
引
き

換
え
、
入
場
・
観
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
宛
先
＝
〒
９
５
０
‐
０
９
５
４　

新

潟
市
中
央
区
美
咲
町
2
‐
1
‐
10　

ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
「
試
合
観

戦
ご
招
待
」
係

▼
そ
の
他
＝
ク
ラ
ブ
の
最
新
情
報
は
、

「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
公
式
サ
イ
ト
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
後
援
会　

村
山　

☎
０
２
５
‐

２
８
２
‐
０
０
１
１

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■執務（投票）時間・場所等

投票日当日 期日前投票期間

投票

時間
午前 7時～午後 8時 午前 8時 30 分～午後 8時

場所 各自の投票所

・�市役所 1階「多目的ホール」

・�安田支所 1階「ロビー」

・�京ヶ瀬支所 1階「ロビー」

・�笹神支所 2階「ホール」

報酬 1 日 10,700 円

・�1 日…9,500 円

・�前半（午前�8時 30分～午後 2時 15

分）…4,750円

・�後半（午後 2時 15 分～午後�8 時）

…4,750 円

そ
の
他

立会い当日の昼食・夕食は、市選挙

管理委員会で用意します。投票終了

後、投票所の後片付けや開票所への

投票箱等送致の同行をお願いする場

合があります。

立会い当日の昼食・夕食は、市選挙

管理委員会で用意しません。各自で

用意してください。

※�参議院議員通常選挙の投票日は 4月 21 日時点で決定していません。仮に投票日

が 7月 10 日（日）の場合、期日前投票期間は 6月 24 日（金）～ 7月 9日（土）〔各

支所における期日前投票の開始は 7月 4日（月）～〕となります。

■あがの市政出前講座とは

　市民の皆さんから満足してもらえる施策を実現す

るには、行政と市民が「協働」して施策を展開する

ことが重要です。この「協働」を進めるためには、「市

がどんな仕事をしているのか」を市民の皆さんから

知ってもらうことが大切です。

　この講座は、市が行っている仕事や制度、生活情

報など申し込みのあったテーマに基づき、市職員が

皆さんのもとへ出向き、分かりやすく説明したり、

意見交換したりするのものです。

■申し込みのできる人

　市内在住、在勤または在学する人で構成され、当

日の参加者が 10 人以上見込まれる団体やグループ

■講座テーマ（内容）

　市の施策や制度・事業など知りたいことや関心の

あることなどについて、自由にテーマを決めてくだ

さい。

　※テーマ例…「高齢者福祉・介護サービスについて」

「自主防災組織をつくるには」「ご

みの分別区分や出し方」など

■開催日時

　年末年始を除く、午前 10 時～午後 9時の 2時間

程度

■会場

　原則、市内の公共施設・地区集会施設など

※�開催を希望する団体で会場の確保をお願いしま

す。使用料が必要な場合は、団体で負担してくだ

さい。

■申込方法

　開催を希望する日の 1か月前までに「あがの市政

出前講座」申込書を市役所 2階市民協働推進課また

は担当課へ提出してください。

　申込書は市民協働推進課にあるほか、市ホーム

ページからもダウンロードできます。

■問い合わせ

　市民協働推進課�市民協働推進係（内線 2284）

　　　　　　　　　　　　　　  市民と協働でつくる阿賀野市に向けて

　　　　　　　　　　　　あがの市政出前講座
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市
民
の
掲
示
板

第
5
回

歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
5
月
15
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
～
午
後
4
時
（
午
前
9
時
開
場
）

▼
会
場
＝
水
原
公
民
館

▼
内
容
＝
阿
賀
野
支
部
会
員
・
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
家
の
歌
・
踊
り

▼
入
場
料
＝
無
料
。
た
だ
し
、
社
会
福

祉
の
た
め
、
３
０
０
円
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
主
催
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟
県
大
衆
音

楽
協
会
阿
賀
野
支
部

▼
問
い
合
わ
せ
＝
阿
賀
野
支
部
長

小
林
（
本
妙
寺
）　

☎
63
‐
８
９
６
２

健
康
体
操
真ま

っ

向こ
う

会

無
料
講
演
・

真
向
法
体
操
体
験
会

▼
日
時
＝
6
月
5
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午

▼
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
瓢

湖
憩
の
家

▼
内
容

①�

講
演
（
10
時
～
10
時
50
分
）
…
演
題
・

「
江
戸
し
ぐ
さ
に
学
ぶ
」
／
講
師
・

柴
田
光
榮
氏
（
新
潟
江
戸
し
ぐ
さ
研

究
会
代
表
、
㈱
モ
ア
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
代
表
取
締
役
）

②�

真
向
法
体
操
の
実
演
と
体
験
（
11
時

～
正
午
）
…
目
的
・「
健
や
か
な
體

か
ら
だ�

康

ら
か
な
心
を
つ
く
る
」
／
講
師
・
池

田
琢た

く

彌み

氏
（
新
潟
中
央
真
向
会
会
長
）

▼
服
装
＝
動
き
や
す
い
服
装

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
体
操
真
向
会

古ふ
る

土つ
ち　

☎
０
９
０
‐
１
８
４
４
‐

０
２
２
８

神
風
太
鼓
の

会
員
を
募
集
し
ま
す

　

安
田
地
区
に
引
き
継
が
れ
て
い
る

「
神
風
太
鼓
」
を
一
緒
に
や
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？�

体
験
も
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
5
月
8
日
（
日
）、15
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
～

※�

6
月
以
降
は
、
第
2
・
第
4
日
曜
に

開
催
し
ま
す
。

▼
会
場
＝
赤
坂
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
対
象
者
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、

そ
の
他
太
鼓
に
興
味
関
心
の
あ
る
人

▼
会
費
＝
5
千
円
／
年

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
柾
木　

☎
68
‐
２
５
３
２

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
5
月
8
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
確
認
の
上
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

ス
ポ
ー
ツ

6
月
4
日
（
土
）�

プ
レ
ー
ボ
ー
ル

第
12
回
市
民
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
期
日
＝
6
月
4
日
（
土
）
～
（
1
日

2
試
合
の
予
定
）

▼
会
場
＝
水
原
野
球
場
（
参
加
チ
ー
ム
多

数
の
場
合
は
、
他
会
場
使
用
の
場
合
あ
り
）

▼
参
加
費
＝
1
チ
ー
ム
3
千
円
（
抽
選

会
時
に
納
入
）

▼
参
加
資
格
等

①�

市
内
在
住
の
中
学
生
以
上
。（
た
だ
し
、

中
高
生
の
出
場
は
2
人
以
内
）

②�

自
治
会
単
位
で
チ
ー
ム
を
構
成
す
る

こ
と
。
1
つ
の
自
治
会
で
ま
と
ま
ら

な
い
場
合
は
、
隣
接
の
自
治
会
と
一

緒
で
も
可
。

③�

1
チ
ー
ム
は
11
人
で
構
成
す
る
こ

と
。（
登
録
メ
ン
バ
ー
は
30
人
以
内
）

④�

試
合
中
は
女
性
3
人
（
中
高
生
の
女

性
で
も
よ
い
が
、
中
高
生
が
出
場
で

き
る
2
人
以
内
の
人
数
に
含
ま
れ

る
）、
40
歳
以
上
の
男
性
3
人
が
必

ず
出
場
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、

女
性
は
1
人
に
限
り
55
歳
以
上
の
男

性
と
代
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤�

球
審
と
一
塁
塁
審
は
主
催
者
が
行
う
。

⑥�

バ
ッ
ト
は
主
催
者
が
用
意
し
た
も
の

を
使
用
す
る
こ
と
。

⑦�

捕
手
は
男
性
と
す
る
こ
と
。

▼
開
会
式
＝
6
月
4
日
（
土
）
午
後
7

時
30
分
～
、
水
原
野
球
場
（
雨
天
の
場

合
は
水
原
屋
内
体
育
館
）で
行
い
ま
す
。

※�

開
会
式
終
了
後
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ゲ
ー
ム
（
1
試
合
）
を
行
い
ま
す
。

▼
組
み
合
わ
せ
抽
選
・
ル
ー
ル
説
明
会

＝
5
月
19
日
（
木
）
午
後
7
時
30
分
～
、

水
原
公
民
館
「
大
講
堂
」
で
行
い
ま
す
。

※�

チ
ー
ム
代
表
者
・
審
判
員
は
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。
代
表
者
が
欠
席

し
た
場
合
は
棄
権
し
た
も
の
と
み
な

し
ま
す
。

※�

組
み
合
せ
は
全
チ
ー
ム
抽
選
で
決
定

（
シ
ー
ド
枠
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

▼
申
込
期
限
＝
5
月
12
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
＝
申
込
書
は
、
笹
神
支
所

2
階
生
涯
学
習
課
、
安
田
・
水
原
総
合
・

笹
神
の
各
体
育
館
、
京
ヶ
瀬
支
所
1
階

体
育
館
係
に
あ
り
ま
す
（
申
込
先
も
同

様
で
す
）。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�
電
子
メ
ー
ル
で
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
水
原
総
合
体
育
館
に
電
話

し
、
主
催
者
が
申
込
書
を
受
理
し
た

こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
総
合
体
育
館

�su
itai@

city.ag
an
o
.n
iig
ata.jp

講
座
・
教
室

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

体
験
教
室

　

暮
ら
し
を
彩
る
花
々
に
触
れ
て
、
癒

し
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
、丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
5
月
23
日
（
月
）
午
後
1
時

30
分
～
3
時

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
1
階
「
遊
戯
室
」

▼
参
加
費
＝
２
５
０
０
円
（
花
・
花
器
代
）

▼
持
ち
物
＝
は
さ
み
、
ご
み
袋
、
筆
記

用
具
、
作
品
を
持
ち
帰
る
た
め
の
袋

▼
申
込
期
限
＝
5
月
15
日
（
日
）�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
フ
ラ

ワ
ー
サ
ー
ク
ル
花
言
葉　

佐
藤

☎
０
９
０
‐
５
５
２
７
‐
８
３
９
５

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
5
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時

～
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
弓
道
会

第
20
回
弓
道
教
室

　

日
本
伝
統
の
「
弓
道
」
に
親
し
み
、

楽
し
み
な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
や
健
や

か
な
体
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
5
月
10
日
（
火
）
～
8
月
3

日
（
水
）

・�

昼
の
部
…
毎
週
火
曜
、
午
前
10
時
～

11
時
30
分
（
全
13
回
）

・�

夜
の
部
…
毎
週
水
曜
、
午
後
7
時
30

分
～
9
時
（
全
13
回
）

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館「
弓
道
場
」

▼
会
費
＝
２
０
０
０
円
（
保
険
料
・
諸

費
）

▼
申
込
期
限
＝
5
月
9
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
体
育

協
会
事
務
局
（
水
原
総
合
体
育
館
内
）

☎
25
‐
７
６
１
３

健
康
・
子
育
て

市
運
動
普
及
員
事
業

シ
ャ
キ
！
い
き
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

　

毎
月
「
1
」
の
つ
く
日
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
デ
ー
で
す
。

　

市
運
動
普
及
員
会
で
は
、
あ
が
の

シ
ャ
キ
！
い
き
！
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
Ｍ
Ａ

Ｐ
の
コ
ー
ス
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歩

き
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎�

あ
が
の
池
野
鳥
探
索
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス

▼
日
時
＝
5
月
11
日
（
水
）
午
前
9
時

20
分

▼
集
合
場
所
＝
風
の
丘
公
園「
駐
車
場
」

（
新
潟
県
東
部
産
業
団
地
内
）

◎
水
原
街
な
か
コ
ー
ス

▼
日
時
＝
6
月
11
日
（
土
）
午
前
8
時

50
分

▼
集
合
場
所
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

前�◎
共
通
事
項

　
　
　�

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
参

加
1
回
に
つ
き
50
ポ
イ
ン
ト
。

あ
が
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
る
人
は
、参
加
の
際
、

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
服
装
＝
動
き
や
す
い
服
装
・
靴

▼
持
ち
物
＝
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
雨
具
。

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
小
雨
決

行
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
運
動
普
及
員
会

事
務
局
（
健
康
推
進
課
内
・
内
線

２
６
３
６
）

よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
に

特
定
不
妊
治
療
（
体
外

受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
）

　

市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

精
・
顕
微
授
精
）
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
助
成
対
象
者
の

所
得
制
限
が
な
く
な
り
、
助
成
額
も
１

治
療
当
た
り
10
万
円
か
ら
15
万
円
に
増

額
す
る
な
ど
、
よ
り
利
用
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
対
象
者
＝
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た

法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
で

あ
っ
て
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
。

①�

特
定
不
妊
治
療
以
外
の
治
療
法
で
は

妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
か
、
ま
た
は

極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断
さ
れ

た
人
。

②�

夫
婦
の
両
方
が
、
申
請
時
に
市
内
に

住
所
を
有
す
る
人
。

③
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
人
。

▼
助
成
の
内
容
＝
１
治
療
当
た
り
15
万

円
を
限
度
と
し
ま
す
（
新
潟
県
特
定
不

妊
治
療
費
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
要
し
た

費
用
の
額
か
ら
県
の
助
成
額
を
控
除
し

た
額
を
特
定
不
妊
治
療
に
要
し
た
額
と

し
て
算
定
）。
通
算
5
回
助
成
、
同
一

年
度
内
に
複
数
回
の
申
請
も
可
能
で

す
。（
入
院
費
、
食
事
療
養
費
等
は
助

成
対
象
外
）

▼
申
請
方
法
＝
原
則
と
し
て
、
治
療
を

終
了
し
た
年
度
内
に
、
水
原
保
健
セ
ン

タ
ー
1
階
健
康
推
進
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類

①�

阿
賀
野
市
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金

交
付
申
請
書
（
戸
籍
謄
本
・
納
税
証

明
等
の
添
付
書
類
あ
り
）

②�

阿
賀
野
市
特
定
不
妊
治
療
保
険
医
療

機
関
等
証
明
書
ま
た
は
新
潟
県
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受
診
等
証
明

書
の
写
し

③�

特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
医
療
機
関

等
が
発
行
す
る
領
収
書
お
よ
び
診
療

明
細
書

④
県
の
助
成
制
度
の
交
付
決
定
書�

※�

必
要
書
類
は
県
へ
の
助
成
申
請
の
際

に
使
用
し
た
書
類
の
写
し
で
も
使
用

可
能
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
29
年
度
か
ら
、
助
成
対
象
と
な

る
治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢
が
、
43

歳
未
満
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課�

母
子

係
（
内
線
２
６
３
１
）

子
ど
も
医
療
費
助
成

対
象
年
齢
を
拡
大

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
の
対
象
年
齢
を
、
子
ど
も
の
人
数

に
か
か
わ
ら
ず
、
18
歳
に
達
し
た
日
以

後
の
最
初
の
3
月
末
日
ま
で
拡
大
し
ま

し
た
。

　

新
た
に
対
象
と
な
る
子
ど
も
が
い
る

世
帯
に
は
、
3
月
下
旬
に
申
請
書
を
送

付
し
ま
し
た
の
で
、
市
役
所
1
階
社
会

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

3
人
以
上
の
子
ど
も
を
有
す
る
世
帯

で
、
す
で
に
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
場
合
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課�

児
童

福
祉
係
（
内
線
２
１
５
２
）

（広 告）

ローンサンデー相談会 のご案内

開催
日時

開催
店舗

5 月 22 日（日）午前 9 時～午後 3 時

本店（阿賀野市土橋 297 番地）
　　　　　 ☎ 62-1000

ＪＡ北蒲みなみ

　　　　�「ＪＡとの取り引きはこれから」というお客様も、
　　　　�気軽にお問い合わせ・ご相談ください。

♥
伝
え
よ
う
旬
！�

親
か
ら
子
ど
も
に
我
が
家
の
味

♥
作
っ
て
ま
す
か
？�

食
べ
て
ま
す
か
？�

郷
土
料
理

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

この欄への広告募集！
料金 10,000 円（86mm×47mm）

問い合わせは市民協働推進課 広報広聴係へ

（内線 2283・2284）

PRしてみませんか
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健
康
・
子
育
て

産
後
1
か
月
母
子
健
診

の
費
用
助
成
を
開
始

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
お
お
む
ね
産
後

1
か
月
に
受
診
す
る
母
子
1
か
月
健
診

の
費
用
助
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
に
は
出
生
届
の
際
に
申
請

書
・
説
明
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
健

診
受
診
後
、
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
1
階

健
康
推
進
課
で
申
請
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
支
所
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課�

母
子

係
（
内
線
２
６
３
１
）

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
さ

ん
、
パ
パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
5
月
9
日
（
月
）、23
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ
（
岡
山
町
13
‐
23
・
旧

水
原
郷
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

▼
内
容

○�

5
月
9
日
（
月
）
※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

「
自
由
遊
び
の
日
」

　

心
地
よ
い
風
が
吹
き
始
め
ま
し
た
。

そ
ん
な
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
絵
本
や
わ

ら
べ
歌
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○�

5
月
23
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

「
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
体
操
」

　

親
子
で
で
き
る
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ

は
、
子
ど
も
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
最

適
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
と
楽
し
く
体
を
動

か
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者

用
）、
保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ

な
ど
）

※�
子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

“
い
ち
ご
み
る
く
”

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

☎
62
‐
５
５
８
１

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た

「
妊
娠
届
出
書
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

水
曜
以
外
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

を
希
望
す
る
場
合
は
、
交
付
日
時
を
調

整
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課�

母
子

係
（
内
線
２
６
３
８
）

5
月
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
～

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
5
月
8
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
～
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室　

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎�

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
5
月
2
日（
月
）、9
日（
月
）、

16
日
（
月
）、19
日
（
木
）、23
日
（
月
）、

30
日
（
月
）

◎�

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
5
月
6
日（
金
）、13
日（
金
）、

19
日
（
木
）、
20
日
（
金
）、
27
日
（
金
）

高
齢
者
相
談
窓
口

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
等
が
抱
え
る
心

配
事
・
悩
み
事
の
相
談
を
、無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。（
電
話
・
面
談
い
ず
れ
も
可
）

◎
よ
ろ
ず
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
～
金
曜
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

◎
専
門
相
談
（
要
予
約
）

▼
認
知
症
相
談
＝
5
月
6
日
（
金
）、
19

日
（
木
）
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

▼
法
律
相
談
＝
5
月
2
日
（
月
）、
9

日
（
月
）、
16
日
（
月
）、
23
日
（
月
）、

30
日
（
月
）
午
後
1
時
30
分
～
4
時

▼
不
動
産
の
鑑
定
・
利
活
用
の
相
談
、

税
金
相
談
＝
相
談
日
時
は
、
そ
の
都
度

調
整
し
ま
す
。

▼
予
約
電
話
番
号

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
高
齢

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
中
央

区
上
所
2
‐
2
‐
2�

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

夜
間
役
所
（
5
月
）

▼
期
日
＝
5
月
18
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所
1
階�

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、通
知
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
変
更
、

納
税
、口
座
振
替
手
続
き
等
。
旅
券（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
は
交
付
の
み
で
す
。

医
師
に
よ
る

が
ん
無
料
電
話
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
～
金
曜
、
午
前
10
時
～

午
後
5
時
（
予
約
制
）
※
診
察
は
し
ま

せ
ん
。
☎
03
‐
３
５
６
２
‐
８
０
１
５

　
　
　
　

―
㈶
日
本
対
が
ん
協
会
―

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・�

新
潟

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
４
３
４
３

・�

新
発
田

　

☎
０
２
５
４
‐
20
‐
４
３
４
３

・�

村
上

　

☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※�

い
ず
れ
か
の
電
話
番
号

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談

▼
期
日
＝
5
月
18
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
～
昼
12
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
1
階
「
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希
望

の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課�

国
保

年
金
係
（
内
線
２
１
８
２
）

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
5
月
27
日
（
金
）、
6
月
8

日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
～
4
時
（
1

人
30
分
程
度
）
※
予
約
制

▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局�

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
来
所
相
談
、
毎
週
水
曜
・
午

前
9
時
～
午
後
4
時
（
第
2
・
第
4
水

曜
以
外
は
要
予
約
）
※
相
談
日
以
外
で

も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

早川　俊策� 82 歳� 3.31� 千　原

山岸　陽子� 37 歳� 4.1� 中央町 1

伊藤マツミ� 81 歳� 4.1� 曽　郷

遠藤ミチノ� 89 歳� 4.2� 発　久

石山マサイ� 96 歳� 4.2� 緑　町

涌井　アキ� 91 歳� 4.3� 水　原

釣巻　秀衛� 79 歳� 4.3� 渡　場

若月ミヨシ� 91 歳� 4.4� 七　島

羽田　俊雄� 85 歳� 4.4� 川　前

樋口　達也� 51 歳� 4.4� 上福岡

小 　テイ� 89 歳� 4.4� 須　走

佐藤　征一� 71 歳� 4.6� 久　保

川　良彦� 56 歳� 4.7� 駒　林

小林　利子� 81 歳� 4.8� 緑　岡

石井キス子� 86 歳� 4.8� 小栗山

松川　泰雄� 67 歳� 4.9� 水　原

長谷川満榮� 87 歳� 4.11� 沖ノ館

長澤　正美� 89 歳� 4.11� 保　田

渡邊與壽正� 90 歳� 4.12� 上高田

阿部　克人� 57 歳� 4.12� 下　里

桐　政彦� 77 歳� 4.13� 下山屋

渡邉　　良� 84 歳� 4.13� 大　室

小泉　陽子� 74 歳� 4.13� 分　田

大野　俊雄� 83 歳� 4.14� 高　田

渡辺　キヨ� 92 歳� 4.14� 小　浮

渡邉　巳 � 86 歳� 4.15� 大　室

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

	氏　名（届出順）	 保護者名	 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

田中　　凜
りん

� 保　田

齋藤　咲
さく

良
ら

� 緑　町

白井　徹
てつ

真
ま

� 山口町 1

鵜沼　颯
そ

良
ら

� 若葉町

坂田　恋
れ

亜
あ

� 百津町

岩村　唯
ゆ

生
い

� 寺　社

小嶋　華
は

奈
な

� 小　浮

本多　素
す

晴
ばる

� 寺　社

ちゃん

ちゃん

く��ん

く��ん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

く��ん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

亮
真菜美
健　一
きよみ
一　知
美　咲
雄　一
真奈美
裕

直　美
正　勝
あゆみ
純

里　香
満

里　子

	氏　名（届出順）	 年　齢	 死亡月日	 住　所

（4月 1日～ 4月 15 日届出分）

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■安田支所 2階「相談室」＝ 5月 18 日（水）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■�日程＝毎月第 1、3水曜

　※ 予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所 1階「相談室」

※ 相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参ください。

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課�相談係　☎ 62-2510（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
欄
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
け
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
生
届
を
他

市
区
町
村
に
提
出
し
た
市
内
在
住
者
で
、「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■掲載料＝ 1 か月 10,000 円／枠　
★長期掲載の場合は、最高 20％の割引があります★

■掲載期間＝月の初めから終わりの 1 か月単位
※�詳しくは、市ホームページ（「阿賀野市バナー

広告」で検索）をご覧ください。
■問い合わせ
　市民協働推進課 広報広聴係（内線 2284）

市ホームページ バナー広告募集中
【買取例】クボタトラクター L1-24（4WD） 22 万円 

不用になりました�トラクター・バイク・トラック・耕運機

（ディーゼル）・フォークリフト他 買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）

福地オート ��阿賀野市野田1066番地2

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4130
車検整備・板金協力店も募集中

紹介キャンペーン実施中

前
後
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地域おこし協力隊の活動

　
4
月
13
日
、
夢
ふ
ぁ
ー
む
熊
居
（
熊

居
新
田
）
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

4
人
が
企
画
し
た
、
園
児
に
よ
る
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
作
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
4
月
に
約
2
ア
ー
ル
の
畑
を
「
彩

り
農
園
」
と
名
付
け
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

レ
タ
ス
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ル
ッ
コ
ラ
な

ど
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
開
園
を
記
念
し
て
、

ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
の
園
児
30
人
を
畑

に
招
待
。
園
児
は
土
の
感
触
を
確
か

め
な
が
ら
、
種
イ
モ
を
植
え
て
い
ま

し
た
。
今
後
、
4
人
の
隊
員
が
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
育
て
、
6
月
か
ら
7
月
ご
ろ

園
児
と
一
緒
に
収
穫
す
る
予
定
で
す
。

彩り農園が開園 丹
精
し
て
育
て
た
作
品
が
評
価

新
潟
県
花
き
コ
ン
テ
ス
ト

　
3
月
3
日
、新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ（
新

潟
市
）
で
、
新
潟
県
と
フ
ラ
ワ
ー
ウ
エ
ー
ブ
新

潟
実
行
委
員
会
主
催
の
平
成
27
年
度
新
潟
県

花
き
コ
ン
テ
ス
ト
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
切
花
コ
ン

テ
ス
ト
の
部
）
の
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
審
査
会
に
は
82
品
種
１
１
１
点
が

出
品
さ
れ
、水
野
一
芳
さ
ん
（
布
目
）
の
「
フ

ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
」
が
新
潟
市
中
央
卸
売
市

場
新
花
賞
を
、島
倉
正
光
さ
ん
（
小
島
）
の「
ア

ン
ジ
ェ
リ
ケ
」
が
金
賞
を
受
賞
。
こ
の
他
、

両
氏
は
銀
賞
各
1
点
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
、
陸
上
競
技
の
普
及
・
強
化

や
後
進
の
育
成
を
図
る
た
め
に
結
成
さ

れ
た「
阿
賀
野
Ａ
Ｃ
」。
土
曜
・
日
曜
に
京
ヶ

瀬
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
近
隣
市
の
陸

上
競
技
場
な
ど
で
、
同
校
陸
上
競
技
部
の

生
徒
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
小

学
生
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ
で
す
。

　
各
種
大
会
や
合
同
練
習
へ
積
極
的
に
参

加
。
他
の
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
図
る
と
と

も
に
、
平
成
27
年
度
に
は
県
大
会
で
入
賞

も
果
た
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
や

ス
タ
ッ
フ
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
は
、市
体
育
協
会
事
務
局
（
☎

25
‐
７
６
１
３
）
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
賀
野
Ａ
Ｃ

陸
上
競
技
の
将
来
の
た
め
に

新
た
な
親
子
交
流
の
場

に
こ
に
こ
内
覧
会

　
安
心
し
て
楽
し
く
子
育
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
「
あ
が
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ
」
の
内
覧

会
が
、
3
月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
た

ち
ば
な
保
育
園
の
園
児
20
人
が
合
唱
を
行

う
な
ど
し
て
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
に
こ
に
こ
は
、
雨
や
雪
の
日
で
も
室
内
遊

具
で
遊
べ
る
プ
レ
ー
ル
ー
ム
や
約
２
０
０
冊

の
絵
本
が
並
ぶ
読
書
ル
ー
ム
が
特
徴
で
す
。

　
2
児
の
母
で
あ
る
渡
邉
加
菜
子
さ
ん（
日

の
出
町
）
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
遊
具
が
あ
り
、

食
事
を
取
る
こ
と
も
で
き
て
便
利
」
と
新

た
な
施
設
の
完
成
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

サ
ケ
の
稚
魚
放
流
（
大
）
会

○
百
津
自
治
会

　
3
月
27
日
、
安
野
川
で
百
津
自
治
会
に

よ
る
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
阿
賀
野
川
漁
業
協
同
組

合
や
市
建
設
業
協
会
な
ど
の
協
力
を
得
て

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、地
域
の
子
ど
も
や
大
人
な
ど
、

約
１
５
０
人
が
集
ま
り
、
前
日
と
合
わ
せ

て
約
4
万
匹
の
サ
ケ
の
稚
魚
が
放
流
さ
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
帰
っ
て
き

て
ね
」
と
話
し
か
け
な
が
ら
川
に
勢
い
よ

く
稚
魚
を
放
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
主
催
者
代
表
の
小
野
敏
さ
ん（
百
津
町
）

は
、「
秋
に
な
っ
た
ら
、
上
っ
た
サ
ケ
を

捕
獲
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
見
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

安野川に放流・百津自治会

○
赤
坂
小
学
校

　
赤
坂
小
学
校
6
年
生
12
人
に
よ
る
サ
ケ

の
稚
魚
放
流
が
、
4
月
11
日
、
阿
賀
野
川

右
岸
の
「
大
和
水
辺
の
楽が

っ
こ
う校
」
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
赤
坂
小
学
校
は
、来
年
3
月
で
閉
校
し
、

保
田
小
学
校
に
統
合
さ
れ
る
た
め
、
今
回

が
最
後
の
放
流
と
な
り
ま
し
た
。

　
放
流
さ
れ
た
稚
魚
は
、
約
2
千
匹
で
、

昨
年
12
月
ご
ろ
か
ら
権
瓶
文
吉
さ
ん
（
小

松
）
の
指
導
の
下
、
人
工
授
精
を
行
い
、
学

校
で
ふ
化
・
飼
育
し
て
き
ま
し
た
。
今
回

放
流
し
た
サ
ケ
の
お
よ
そ
5
％
が
、
4
年

後
に
阿
賀
野
川
へ
戻
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

　
参
加
し
た
権
瓶
元
輝
く
ん
は
「
無
事
に

サ
ケ
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
話
し
て
、サ
ケ
を
見
送
り
ま
し
た
。

大
き
く
な
っ
て
会
お
う
ね

阿賀野川に放流・赤坂小学校

　
4
月
5
日
、
い
く
と
ぴ
あ
食
花
（
新

潟
市
）
で
、
香
港
で
著
名
な
料
理
研
究

家
の
チ
ュ
ウ
・
エ
ン
・
メ
イ
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
新
潟
食
材
で
香
港
料
理
研
究

家
が
つ
く
る
食
卓
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
市
内
の
㈱
亞あ

瑠る

が
企
画
。
食
材
は
、
阿
賀
野
市
産
の
コ

メ
、
野
菜
、
牛
乳
、
蜂
蜜
、
食
用
花
な

ど
を
、
食
器
は
安
田
瓦
の
素
材
で
き
た

器
「T

S
U

K
I

」
を
使
い
、
実
際
に
広
東

料
理
を
調
理
・
試
食
し
た
ほ
か
、
海
外

へ
の
食
材
の
輸
出
な
ど
に
つ
い
て
の
話

も
あ
り
ま
し
た
。

香
港
料
理
研
究
家
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

阿
賀
野
の
食
材
を
海
外
へ

　
4
月
8
日
、
阿
賀
野
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
特
別
表
彰
式
が
、
市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
文
化
の
向
上

と
振
興
に
顕
著
な
功
績
を
収
め
た
個
人
・

団
体
や
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
全
国
大
会
な

ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団

体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

○
軟
式
野
球
・
オ
ー
ル
阿
賀
野
ジ
ュ
ニ
ア

○
柔
道
・
西
潟
健
太
（
宮
崎
県
延
岡
市
・

千
唐
仁
出
身
）　
○
空
手
・
佐
藤
愛
斗
（
北

本
町
）、
松
澤
理
子
（
緑
町
）、
大
滝
真

絢
（
新
座
）、
島
津
日
向
（
山
倉
）　
○

卓
球
・
山
本
怜
（
若
葉
町
）、鈴
木
若
葉
（
田

中
）　
○
水
泳
・
山
田
美
幸
（
駒
林
）

各
種
大
会
で
の
活
躍
を
称
え

阿
賀
野
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰屋内用の砂場で遊ぶ子どもたち

受賞作品（写真左）と水野一芳さん（写真右）

※
阿
賀
野
Ａ
Ｃ
の
「
Ａ
Ｃ
」
と
は
…

　
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（A

th
lete C

lu
b

）
の
略
。
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シ
リ
ー
ズ

　
　
阿
賀
野
市
の
伝
説

　「
伝
説
」
は
土
地
や
人
物
、
動
植

物
な
ど
、
地
域
に
固
有
の
も
の
と
密

接
に
結
び
付
い
て
、
実
際
に
あ
っ
た

話
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
き
た
口
伝

え
（
地
域
伝
承
）
で
す
。

　
今
月
号
か
ら
1
年
間
、
市
内
に
伝

わ
る
伝
説
の
あ
れ
こ
れ
を
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

「
歴
史
を
見
て
き
た
十
郎
杉（
笹
岡
）」

　「
十
郎
杉
」
は
、
笹
岡
城
跡
が
所

在
す
る
通
称
「
城
山
」
丘
陵
の
北
東

端
斜
面
、
城
の
土
塁
遺
構
の
一
部
に

あ
り
ま
す
。
昭
和
47
年
6
月
30
日
に

は
、
当
時
の
笹
神
村
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
さ
約
43
ｍ
、
幹
の
周
り
が
約

6
・
5
ｍ
。
大
人
4
～
5
人
く
ら
い

が
手
を
つ
な
ぎ
、
よ
う
や
く
抱
き
か

か
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
巨
木
で
す
。

　
樹
齢
は
５
０
０
年
以
上
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
い
つ
、
誰
が
、
何
の

た
め
に
植
え
た
の
か
、
諸
説
あ
り
、

は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
幾
百

年
、
笹
岡
近
辺
の
人
々
の
歴
史
を
見

続
け
、愛
さ
れ
て
き
た
古
木
ら
し
く
、

十
郎
杉
と
い
う
名
前
に
は
い
く
つ
も

の
い
わ
れ
が
伝
わ
り
ま
す
。

■
伝
説
①
船
つ
な
ぎ
の
十
郎
杉

　
十
郎
杉
の
あ
る
丘
陵
下
の
水
田
一

帯
は
、
昔
、
広
大
な
湖
沼
で
「
越
の

湖う

み

」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
当
時
、
越
の
湖
の
往
来
、

物
資
の
運
搬
手
段
は
、
も
っ
ぱ
ら
船

が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
の
「
十

郎
丸
」
と
い
う
船
を
入

り
江
に
面
し
た
丘
陵
突

端
に
つ
な
ぐ
た
め
に
植

え
た
の
が
、
こ
の
木
だ

と
す
る
説
で
す
。

■
伝
説
②
城

じ
ょ
う
ろ
う楼
杉

　
笹
岡
城
は
南
北
朝
か

ら
戦
国
時
代
末
期
に
至

る
歴
史
を
有
し
て
い
ま

す
。
こ
の
木
は
、
そ
の

笹
岡
城
周
辺
の
様
子
を

高
所
か
ら
見
張
る
物
見

や
ぐ
ら
＝
城
の
望
楼
の

役
割
を
果
た
し
て
い

た
、
す
な
わ
ち
城
楼
の

た
め
の
木
だ
と
す
る
説

で
す
。

■
伝
説
③
上

じ
ょ
う
ろ
う臈
杉

　
戦
国
時
代
末
期
、
笹

岡
城
の
城
主
と
縁
の
あ

る
上じ

ょ
う
ろ
う臈
（
身
分
の
高
い
僧
、
女
官
、

身
分
の
高
い
婦
人
）
が
亡
く
な
っ
た

際
、
こ
の
杉
の
下
に
葬
っ
た
と
い
う

説
で
す
。

■
伝
説
④
女じ

ょ

ろ

う郎
杉

　
死
罪
と
な
っ
た
遊
女
を
埋
め
た
場

所
か
ら
自
生
し
た
た
め
「
女
郎
杉
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
供
養
し
大
切

に
し
て
き
た
と
い
う
説
で
す
。

　
大
正
の
こ
ろ
、
木
を
傷
つ
け
た
者

に
は
た
た
り
が
あ
る
と
言
っ
て
子
ど

も
た
ち
を
怖
が
ら
せ
、
い
た
ず
ら
を

防
い
で
い
た
そ
う
で
す
。

《
参
考
文
献
》
笹
神
村
史
・
笹
神
風

土
記
ほ
か

十郎杉

笹岡城址麓からの東側丘陵地の眺望

ごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします

ごずっちょ通信

● 

今
回
の
間
違
い
探
し
は
難
し
か
っ

た
け
ど
、
頑
張
っ
て
見
つ
け
ま
し

た
。　
　
　
　
　

 

（
8
歳
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

も
う
一
匹
の
家
族
の
コ
ー
ナ
ー
が

一
番
好
き
で
す
。 

（
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
で
た
く
さ
ん
の
情
報
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
助
か
り
ま

す
。　
　
　
　
　

 

（
10
代
・
女
性
）

☆ 

ご
ず
っ
ち
ょ
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

は
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

い
ち
早
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
写

真
も
カ
ラ
ー
で
見
ら
れ
ま
す
よ
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

私
の
住
む
地
域
が
特
に
好
き
で

す
。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
地
域
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

子
ど
も
の
保
育
事
情
が
国
で
も
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
阿
賀
野

市
で
も
子
育
て
や
教
育
を
充
実
さ

せ
て
ほ
し
い
で
す
。（
20
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

い
つ
も
間
違
い
探
し
を
楽
し
く

や
っ
て
い
ま
す
。 

（
9
歳
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

「
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
」
の
記
事

を
読
ん
で
、
あ
ら
た
め
て
気
を
付

け
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
の
抹
茶
寒

天
を
子
ど
も
た
ち
と
作
り
ま
し

★ サクラの名所に
　　　　　お出掛けしてきたっちょ
　4月は、お友達の「やらにゃん」がいる胎内
市で開催されたイベント「夜桜夜市たいない桜
まつり」に出演してきたっちょ。他のお友達に
も会えて楽しかったよ。市内のサクラの名所に
も出掛けて、動画を撮ってきたっちょ。
　5月 3日（火・祝）は、「五頭連峰山開き」だよ。
天気が良ければ山頂で待っているっちょ。5月
3日（火・祝）～ 5日（木・祝）は、万代シティ（新
潟市）で毎年開催されている「万代アースフェ
スタ 2016」に出演するっちょ。たくさんの人
に会えるのが楽しみだよ。
　ごずっちょのお出掛け情報は、Facebook や市
ホームページでチェックしてね。

た
。簡
単
で
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
30
代
・
女
性
）

☆ 

今
月
紹
介
し
て
い
る
「
か
ぼ
ち
ゃ

と
卵
の
コ
コ
ッ
ト
」
は
忙
し
い
朝

も
手
軽
に
、
し
っ
か
り
野
菜
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
レ
シ
ピ
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ふ
る
さ
と
探
訪
を
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
す
。　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
の
抹
茶
寒

天
を
お
母
さ
ん
に
作
っ
て
も
ら
い

ま
す
。　
　
　
　

 

（
5
歳
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

表
紙
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
練
習
し

て
い
る
中
学
生
が
頼
も
し
く
感
じ

ま
し
た
。　
　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

水
原
総
合
体
育
館
が
と
て
も
き
れ

い
に
な
っ
て
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

☆ 

市
内
の
高
齢
者
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
利

用
す
る
場
合
の
使
用
料
が
無
料
と

な
り
ま
し
た
（
13
ペ
ー
ジ
参
照
）。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

瓢
湖
周
辺
の
周
回
で
き
る
園
路
の

舗
装
や
駐
車
場
の
整
備
を
期
待
し

て
い
ま
す
。　
　

 

（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

心
の
道
の
職
場
体
験
の
話
で
、
わ

が
子
も
将
来
、
こ
ん
な
体
験
が
で

き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
40
代
・
女
性
）

№47
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市民協働推進課	市民協働推進係	☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

加藤悠さん（上中野目）

かわいいイラストや
すてきなコメントを

ありがとう！
これからもどんどん
送ってください。

楽しみに
待ってま～す♪
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【材料】（2 人分）

か ぼ ち ゃ …………………………100g

ブロッコリー……………………100g

ミニトマト…………………………6 個

塩 ………………………………… 少 々

卵……………………………………2 個

ピザ用チーズ………………………20g

★ 4月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★４月号の当選者
・佐藤亜依さん（セット当選）　・小池秀男さん
・白井依吹さん　 ・P.N 瓢湖のアンパンさん
・P.N 瑠奈ティンのばあばあさん　・近藤了子さん
・P.N コギさんさん　・坂爪真菜さん
・ 上田宏幸さん　・P.N カズ MAX さん

《応募総数 22 通　20 通正解》
ありがとうございました。

　上の 2 つの写真で、5 か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

し、はがきか電子メール、ＦＡＸで 5 月 13 日（金）

必着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を

希望する人は、その旨をお書きください（氏名も必

ず書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人に

ごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所 広報広聴係

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
あ
が
の 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です。ホームページ

にも応募用紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　先月は、子どもたちからたくさんの応募がありまし

た。今月のプレゼントは、外に出る機会が多くなるこ

の季節に合わせて、「ごずっちょタオル」です。

紙面

　8 ページで紹介した、歌手の水森かおりさんがイベントで瓢湖を訪れたときの様子です。当日は、テレビ・新聞・
雑誌などマスコミが大勢訪れました。三重県から車で訪れたファンもいました。　※ 左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

かぼちゃと卵のココット

【作り方】

①�かぼちゃとブロッコリーは食べやすい一

口大に切り、軽くゆでておく。

②�ミニトマトは上部に軽く包丁で十文字を入れておく。

③�ココット皿または耐熱皿に①と②を並べ、塩を振り、中央に卵を割って

入れる。上からピザ用チーズを乗せる。

④�ラップをして電子レンジ（600W）で 4分程度加熱する。（様子を見なが

ら加熱時間を調節する）

※冷凍のかぼちゃやブロッコリーを使っても簡単に作ることができます。

クックパッド　阿賀野市 検索

シール＆ごずっ
ちょタオル

クックパッド阿賀野市公式キッチンで

は、野菜を手軽にとれるレシピを、他

にも掲載しています。

顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
増
え
る
と
、
今

後
の
「
会
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
も
意

見
を
交
わ
す
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
「
会
」

と
し
て
の
形
態
を
成
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
音
声
訳
の
仲
間
や
利
用
者

が
増
え
、
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

な
「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

う
ぐ
い
す
会
」

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
の
始
ま
り

　
平
成
28
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
、
1
か
月
に
な
り
ま
す
。

　
今
、
市
役
所
前
の
国
旗
掲
揚
塔

に
は
、「
子
育
て
環
境
日
本
一
」

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ピ
カ
ピ
カ

の
鯉
の
ぼ
り
が
親
子
仲

良
く
、
勢
い
よ
く
泳
い

で
い
ま
す
。

　
こ
の
春
か
ら
、
ピ
カ

ピ
カ
の
一
年
生
や
新
入

社
員
と
な
っ
た
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
私
は
、
阿
賀
野
高
校
、

笹
神
中
学
校
、
笹
岡
小

学
校
の
入
学
式
に
、
そ

れ
ぞ
れ
出
席
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
親
御
さ
ん
に
手
を

引
か
れ
て
登
校
す
る
か
わ
い
い
小

学
生
、
少
し
大
人
び
て
緊
張
感
を

胸
に
し
ま
い
込
ん
だ
中
高
生
。
新

し
い
世
界
へ
飛
び
込
み
、
無
限
の

可
能
性
を
秘
め
た
若
い
力
を
武
器

に
、
こ
れ
か
ら
の
ス
テ
ー
ジ
で
精

一
杯
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

し
た
。

　
人
生
は
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
が

起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
た
と
え
ど
ん
な
こ
と
が
起
き

て
も
対
応
で
き
る
「
知
恵
」
と
「
体

力
」
を
若
い
う
ち
に
養
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
学
校
や
会
社
な

ど
で
成
績
が
良
い
と
い
う
の
も
大

事
で
す
が
、
ど
う
か
「
生
き
る
た

め
の
力
」
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
張
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

か
ら
学
び
、
た
く
ま
し

い
若
者
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
翻
っ
て
、
私
を
は
じ

め
市
役
所
職
員
は
、
住

民
を
守
る
立
場
か
ら
、

70
点
、
80
点
で
満
足
す

る
こ
と
な
く
、
常
に

１
０
０
点
満
点
を
目
指

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
悠
然
と
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
の
よ
う

に
、
阿
賀
野
市
を
「
元
気
で
明
る

く
活
力
の
あ
る
魅
力
的
な
ま
ち
」

に
し
て
、
さ
ら
に
活
気
に
満
ち
た

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
へ
と
導
く
た

め
、
今
後
も
市
の
発
展
の
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
幸
せ
の
た
め
、

誠
心
誠
意
、
誠
実
に
行
政
運
営
に

当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

田
中
清
善

し
、
市
の
広
報
あ
が
の
（
毎

月
１
日
発
行
）・
同
お
知
ら

せ
版
（
毎
月
15
日
発
行
）、
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
社
協
だ

よ
り
（
年
3
回
発
行
）・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
（
毎
月
発

行
）、
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

の
育
成
あ
が
の
（
奇
数
月
発

行
）
を
音
声
訳
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
か
ら
意
見
を
も
ら
い
な
が

ら
、
よ
り
良
い
も
の
を
届
け
て
、
情
報

を
得
る
手
助
け
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
1
回
だ
っ
た
研
修
を
、

平
成
27
年
度
は
利
用
者
と
の
交
流
会
を

2
回
、
研
修
会
を
5
回
と
大
幅
に
増
や

し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
に
は
阿
賀
野

市
で
新
潟
県
委
託
の
「
音
声
訳
奉
仕
員

養
成
講
座
（
初
級
）」
が
開
催
さ
れ
、
会

員
も
「
だ
い
ぶ
前
に
受
講
し
た
け
れ
ど
、

心
新
た
に
受
講
さ
せ
て
も
ら
う
わ
」「
教

科
書
だ
け
で
勉
強
し
て
い
た
け
れ
ど
、

実
技
が
伴
う
講
座
は
楽
し
み
だ
わ
」
な

ど
受
講
に
向
け
た
話
を
し
て
い
ま
す
。

講
座
終
了
後
も
定
例
の
研
修
会
を
計

画
。
音
声
訳
の
技
術
向
上
と
視
覚
障
が

い
者
の
理
解
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◎
活
動
し
て
い
て
思
う
こ
と

　
私
た
ち
は「
読
む
」と
い
う
活
動
で「
視

覚
障
が
い
者
の
手
助
け
を
」
と
い
う
気

持
ち
で
仲
間
に
入
り
ま
し
た
が
、
こ
の

活
動
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

ん
で
い
ま
す
。
今
ま
で
は
「
個
」
の
活
動

が
主
で
、「
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
募
集

し
た
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
」
と

い
う
気
持
ち
で
し
た
が
、研
修
会
を
重
ね
、

　
市
内
で
墨す

み

字じ

（
印
刷
さ
れ
た
文
字
や

書
か
れ
た
文
字
）
を
読
む
こ
と
が
で

き
な
い
視
覚
障
が
い
者
の
た
め
に
、
市

内
で
発
行
さ
れ
る
広
報
紙
の
音
声
訳

を
行
っ
て
い
る
「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

う
ぐ
い
す
会
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
活
動
の
き
っ
か
け

　
合
併
前
は
、
笹
神
村
社
会
福
祉
協
議

会
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
に
応

え
て
集
ま
っ
た
笹
神
村
の
有
志
と
、
視

覚
障
が
い
者
か
ら
の
依
頼
を
受
け
た
安

田
町
の
絵
本
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ「
お

は
な
し
の
会
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
16
年
の

合
併
時
に
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
朗

読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
に
応
え
て
2

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
一
緒
に
な
り
、
京
ヶ

瀬
・
水
原
地
区
の
人
た
ち
も
加
わ
っ
て
、

こ
の
会
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
現

在
は
10
人
の
会
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◎
活
動
に
当
た
っ
て

　
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や
、
パ
ソ
コ
ン
と

編
集
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
Ｄデ

イ

ジ

ー

Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｙ

図
書
（
録
音
さ
れ
た
音
声
図
書
）
を

作
成
し
、
利
用
者
8
人
に
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
会
員
間
で
役
割
を
分
担

　

忙
し
い
時
間
を
割
い
て
、
広

報
あ
が
の
を
は
じ
め
、
市
内
で
発

行
さ
れ
て
い
る
広
報
紙
の
音
声

訳
を
行
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
。

　

市
内
の
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人

に
市
内
各
機
関
の
情
報
を
速
や
か

に
届
け
て
く
れ
て
、
ど

う
も
あ
り
が
ち
ょ
。

■ 

問
い
合
わ
せ

　
市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係

　
☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
２
８
１
）

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

う
ぐ
い
す
会代表

　
川
﨑 

敬
子 

さ
ん

広
が
れ
！ 

活
動
の
輪

広
が
れ
！ 

活
動
の
輪

音声訳の作業を行う会員の皆さん



2016
年

5
月

号
／

N
o
.1

4
6

平
成
28
年
5
月
1
日
発
行 

メ
ー
ルshim

inkyodo@
city.agano.niigata.jp

編
集
・
発
行
／
阿
賀
野
市
役
所 

市
民
協
働
推
進
課 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
５
０
‐
６
２
‐
０
２
８
１

　
　
　
　
　
　

〒
９
５
９
‐
２
０
９
２ 

新
潟
県
阿
賀
野
市
岡
山
町
10
番
15
号 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
５
０
‐
６
２
‐
２
５
１
０

作 . 渡辺 紀子

　
市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「ゆうちゃん」のすきな あそびは、おばあちゃんと おにいちゃ

んの「こうちゃん」といっしょに おにごっこや かくれんぼを 

することだよ！ おにになったり、みつかったりするのは くやし

いけど、すごくたのしくて、ほとんど まいにち やっているんだ。

きょうも おにごっこを やって、はしりまわるぞ〜！

加藤 優
ゆ う

翔
と

くん（1 歳 9 か月）／粕島（パパ芳博さん・ママ直美さん）

【人の動き】 人口 44,037 人（－ 130） 男 21,305 人（－ 68） 女 22,732 人（－ 62） 世帯数 14,290（－ 11)

平成 28 年 4 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 33 人・死亡 54 人・転入 140 人・転出 249 人

　4月、旧水原郷病院の解体作業が終了しまし

た。昭和 29 年 12 月に開院し、その後数回の

改修を重ね約 60年間、市民の命を支えてきま

した。今後は、あがの市民病院、あがの子育て

支援センターにこにこの駐車場となります。

　私たちは、3 月に生まれ

ばかりのヤギだよ。まだ、

名前がないんだ。

　お母さんのクロちゃんは

三つ子、めいめいは双子を

産んだんだ。

　ヤギ小屋の中は、5 頭の

子ヤギでとってもにぎや

か。お母さんのミルクを

いっぱい飲んで、外で元気

いっぱいに遊びたいな〜。

山田幸己さん（外城町）宅の５頭の子ヤギ

　4月 1日、「あがの子育て支援センターにこ

にこ」がオープンしました。第1号の利用者は

志田蒼
あお

依
い

ちゃん、稜
りょう

磨
ま

くんの姉弟（下条町）で
した。ボールプールや特殊な素材の砂場など、
子どもたちは、元気いっぱいに遊んでいました。


